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第６回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 令和元年５月17日（金）午前10時０分 

２ 閉会日時 令和元年５月17日（金）午後０時10分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 永徳 省二君   ３番 佐藤  武君   ７番 大口 浩志君 

      １２番 北川 勝義君  １６番 下山 哲司君  １７番 実盛 祥五君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  前田 正之君 

      副  市  長  川島 明昌君      教  育  長  内田 惠子君 

      総合政策部長  安田 良一君      総 務 部 長  塩見  誠君 

      財 務 部 長  藤原 義昭君      教 育 次 長  藤井 和彦君 

              土井 常男君              矢部 恭英君 

              是松  誠君      消防本部消防長  井元 官史君 

      秘書広報課長  小引 千賀君      政策推進課長  花谷 晋一君 

      総 務 課 長  小坂 憲広君      くらし安全課長  岡本 和典君 

      財 政 課 長  和田美紀子君      管 財 課 長  戸川 邦彦君 

      税 務 課 長  遠藤 健一君      教育総務課長  安本 典生君 

      学校教育課長  家森 康彰君              土井 道夫君 

      中央公民館長  杉原  泉君      中央図書館長  矢部  寿君 

              久山 勝美君              楢原 秀幸君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  元宗 昭二君      主    事  松尾 康平君 

８ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        

 

  

  

中央学校給食センター 
所    長 

社会教育課長兼 
スポーツ振興課長 

消 防 本 部 
消防総務課長 

赤坂支所長兼 
市民生活課長 

熊山支所長兼 
市民生活課長 

吉井支所長兼 
市民生活課長 
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              午前10時０分 開会 

○委員長（北川勝義君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから令和元年第６回総務文教常任委員会を開催したいと思います。 

 初めに、友實市長のほうから御挨拶をいただきたいと思います。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さん、おはようございます。 

 本日は、皆様大変お忙しいところ、総務文教常任委員会をお開きいただきまして、まことに

ありがとうございます。 

 令和になって初めての開会でございます。また、議会の構成も変わっての最初の委員会でご

ざいます。赤磐市の現在のそれぞれの担当の事業の進捗状況を初めとして、６月の定例市議会

への付託案件等も御協議をさせていただけたらと思っております。よろしくお願い申し上げま

して、冒頭の御挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 改選後の初めての委員会なので、４月にはしましたけど、職員とのは初めてなので、議員の

ほうから紹介させていただきたいと思います。 

 総務委員長の北川です。よろしくお願いします。 

○副委員長（佐藤 武君） 改めて、総務文教委員になりました佐藤です。あわせて、副委員

長を務めさせていただきますので、当局の皆さん、それから委員の皆さん、よろしくお願いし

ます。 

○委員（下山哲司君） 赤磐市の一番北から来ております下山です。よろしくお願いします。 

○委員（永徳省二君） 永徳省二でございます。よろしくお願いします。 

○委員（実盛祥五君） 実盛です。よろしく。 

○委員（大口浩志君） 大口と申します。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、執行部のほうから自己紹介をお願いします。 

○市長（友實武則君） 市長の友實です。引き続きよろしくお願いします。 

○副市長（前田正之君） 副市長の前田です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○副市長（川島明昌君） 副市長の川島です。よろしくお願いいたします。 

○教育長（内田惠子君） 教育長の内田です。よろしくお願いいたします。 

○消防本部消防長（井元官史君） 消防本部消防長の井元です。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○財務部長（藤原義昭君） 財務部長の藤原です。よろしくお願いいたします。 

○総合政策部長（安田良一君） 総合政策部長の安田です。よろしくお願いいたします。 
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○総務部長（塩見 誠君） 総務部長の塩見と申します。よろしくお願いします。 

○教育次長（藤井和彦君） 教育次長の藤井でございます。よろしくお願いします。 

○赤坂支所長兼市民生活課長（土井常男君） 赤坂支所長兼市民生活課長の土井でございま

す。よろしくお願いいたします。 

○熊山支所長兼市民生活課長（矢部恭英君） 熊山支所長兼市民生活課長の矢部と申します。

よろしくお願いいたします。 

○吉井支所長兼市民生活課長（是松 誠君） 吉井支所長兼市民生活課長の是松と申します。

よろしくお願いいたします。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 消防総務課長楢原と申します。よろしくお願いいた

します。 

○税務課長（遠藤健一君） 税務課長の遠藤でございます。よろしくお願いします。 

○管財課長（戸川邦彦君） 管財課長の戸川です。よろしくお願いします。 

○財政課長（和田美紀子君） 財政課長の和田と申します。よろしくお願いいたします。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 政策推進課長の花谷と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○秘書広報課長（小引千賀君） 秘書広報課長の小引と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○総務課長（小坂憲広君） 総務課長の小坂でございます。よろしくお願いいたします。 

○くらし安全課長（岡本和典君） くらし安全課長の岡本です。よろしくお願いします。 

○教育総務課長（安本典生君） 教育総務課長の安本です。よろしくお願いします。 

○学校教育課長（家森康彰君） 学校教育課長の家森と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） 社会教育課長兼スポーツ振興課長の土井

でございます。よろしくお願いいたします。 

○中央学校給食センター所長（久山勝美君） 学校給食センター所長の久山と申します。よろ

しくお願いします。 

○中央公民館長（杉原 泉君） 中央公民館長の杉原と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

○中央図書館長（矢部 寿君） 中央図書館長の矢部です。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。それでは、よろしくお願いいたします。 

 それでは、協議事項に入りたいと思います。 

 １番目の事業の進捗状況について執行部から説明を願いたいと思います。各部ごとにお願い

したいと思いますので。 

 それでは１番、総合政策部のほうからお願いします。 
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○秘書広報課長（小引千賀君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○秘書広報課長（小引千賀君） 総合政策部資料１ページから２ページをごらんください。 

 第３回あかいわ映画祭りについて、実行委員会において詳細が決定いたしましたので御案内

いたします。 

 ７月28日日曜日、桜が丘いきいき交流センターで開催いたします。上映作品につきまして

は、資料３ページと４ページに参考資料を添付しておりますのでごらんください。 

 今回の映画の選定に当たっては、これまでのアンケートでいただいた御意見はもちろん、来

場される年齢層の拡大を図れる映画であること、また上映に当たってトークショーのゲストが

お願いできる作品であることなどを考慮しております。 

 午前中には、国内外でさまざまな賞を受賞し話題となっております映画「カメラを止める

な！」の上映と、上映後には主演俳優の濱津隆之様のトークショー、並行して会議室では、人

気アニメ映画「ミニオンズ」を上映いたします。午後は、また見たい、見てみたいとの御意見

をいただいております映画「種まく旅人～夢のつぎ木～」の上映と、佐々部清監督と俳優の井

上順様のトークショーを予定しております。映画祭りの最後には、トークショーゲスト全員の

皆様との交流会を開催いたします。これまで同様、託児につきましても予約を受け付ける予定

としております。今回も市内外の方に旬の桃を味わっていただくイベントや、昼食を目的とし

た出店を予定しております。また、桃のイベントや当日の運営につきましては、県立瀬戸高校

と瀬戸南高校から有志の生徒の皆さんに御協力をいただくこととなっております。チケット

は、チケット取扱所で６月１日から販売の予定としております。チラシが完成いたしました

ら、改めて議会事務局を通して御案内させていただきますので、ぜひ御来場いただき、また多

くの来場がいただけますよう、お誘いいただけましたら幸いでございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 引き続きまして、広報動画の公開について御案内申し上げます。 

 資料は５ページをごらんください。 

 赤磐市の事業や取り組みについて、動画を用いてわかりやすく広報を行い、市の事業を活用

していただくために、昨年度作成いたしました広報動画について、ホームページなどで公開す

る準備が整いました。動画は、子育て、教育、健康、安心・安全、仕事・雇用、市民協働の６

種類がございまして、案内役の女性とあかいわモモちゃんが、市役所や関係施設で事業の内容

や市民の皆さんの様子を紹介する内容となっております。資料の写真は、動画の一場面を切り

取ったものとしております。今月末にホームページで公開させていただくとともに、今後は、

地区懇談会などの公聴事業や、移住・定住など、イベントの機会などを積極的に活用いたしま

してごらんいただきたいと考えております。 

 秘書広報課からは以上です。 
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○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） それでは、総合政策部の資料６ページをお開きください。 

 政策推進課より、(3)公共交通について御報告します。 

 この公共交通につきましては、４月に開催されました前回の総務文教常任委員会におきまし

て、次回の委員会では公共交通についての御報告をということでございましたので、御報告申

し上げます。 

 赤磐市では、日常の移動手段の確保、まちの賑わいの創出など、市のまちづくりの基本理念

を交通の面から支えることを目指し、平成31年２月に赤磐市地域公共交通網形成計画を策定し

ました。計画の概要につきましては、６ページの１、地域公共交通網形成計画の概要に取りま

とめております。 

 公共交通につきましては、まちづくりの主要な事業の１つとして、市民の皆さんの生活を支

えるものでありますが、車などで移動が便利だからといって、既存のバスなどの公共交通手段

を使わなければ維持していけなくなる、そうなれば減便や廃止ということになりかねません。 

 公共交通は皆さんの暮らしを支えましょう、皆さんは公共交通を利用して公共交通を支えま

しょう、そういったまちづくりにしていきましょうという思いを込め、基本理念を「人とまち

をつなぎ、くらしを支え続けるみんなの公共交通」と定め、３つの基本方針を決定し、目標達

成に向け、下段にあります(4)に掲げているような市民の利用促進を図る事業を進めていくこ

ととしております。 

 また、公共交通の利用促進を図る中で本計画が特出している部分として、資料７ページ(5)

本計画の特徴をごらんください。 

 赤磐市地域公共交通網形成計画の特徴としましては、市の運行するバスについて、公共交通

会議において、増便や減便、運行形態の変更の検討に着手する基準を設置したところです。こ

の基準を用いて、すぐに拡大、縮小するわけではなく、検討を始める対象として対応を検討し

ていくものとなります。 

 資料８ページをごらんください。 

 ２、公共交通会議の役割についてでございます。 

 公共交通会議は、地域公共交通網形成計画の作成や計画の実施に向けた連絡調整を行うな

ど、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するために設置されてお

ります。したがいまして、市の運行するバスにつきましては、この地域公共交通会議の同意が

なければ路線の変更、ダイヤの変更、料金の変更、そういったバスの基本的事項について変更

することができません。地域公共交通網形成計画においては、輸送人員の実績により、増便、

維持、減便、運行形態の変更等について、毎年度２月に開催する地域公共交通会議において協

議をすることとしております。 
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 今年度は計画策定後初めてとなるため、６月に開催する地域公共交通会議において、平成

30年の実績に基づく協議等を行う予定としております。 

 続きまして、資料９ページをお開きいただきまして、赤磐循環バスの乗降調査結果について

御報告申し上げます。資料10ページには、宇野自動車が運行しておりました休止前のバスの時

刻表と路線図を添付させていただいております。 

 赤磐循環バスは午前２便、午後３便の１日５便、日曜、祝日以外の日に運行しておりまし

た。 

 資料９ページをごらんいただきまして、赤磐循環バスの利用状況を確認するため、平成30年

10月10日から11月６日の間、延べ７日間、15便の乗降調査を実施しておりますので御報告しま

す。 

 乗降人数ですが、１便当たりの延べ乗車人数は３人から33人となっております。利用者は午

前の便が多く、午後の利用者はぐっと少なくなっております。最大同時乗車人数は17人となっ

ております。桜が丘、山陽団地の乗降者の多いバス停は資料のとおりでございまして、桜が

丘、山陽団地ともに目的地として多かったものは、39のコープ山陽、40の赤磐医師会病院、

41、ネオポリス線下市、42、赤磐市役所、44、下市となっております。また、どの便も最大同

時乗車が発生するのは山陽団地でありました。 

 以上で赤磐循環バスについて御報告を終わらせていただきます。 

 引き続き、(4)総合計画及び総合戦略推進に係る市民アンケートの結果について御報告しま

す。資料は別冊となっております。 

 ＰＤＣＡサイクルで事業の検証をしながら進めるということでございまして、毎年市民の皆

様から御意見をいただいております。計画、戦略ができて、今回でアンケートとしては４回目

になります。昨年度11月に実施しましたアンケートについて御報告いたします。詳細につきま

しては、後ほどごらんいただければと存じます。今後、ホームページ等で公表する予定として

おります。 

 概要を御報告いたします。 

 報告書１ページをごらんください。 

 調査時期は昨年11月、調査対象者は18歳以上の市民の方に対し、無作為で3,000人の方にお

願いしておりまして、1,378人の有効回答をいただいております。有効回収率は45.9％です。

地域別の回収率は資料にありますとおりでございます。配布に当たりましては、地域の比重、

年齢、性別に考慮しながら行っております。各項目の調査結果につきましては、前回調査と比

較を行いながら、変化の動向を注視しております。 

 アンケートの総括としましては、69ページをお開きください。 

 施策の満足度と重要度の相関図による分析を行っております。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、それぞれの

領域に区分され、特にＡは施策の重要度が高く、満足度が低いと感じるもので、重点化、見直
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しの領域の事業です。 

 70ページをお開きください。 

 そのＡのゾーンに位置する事業は、下に表がついております網かけの部分の事業でございま

す。このアンケート結果につきましては、今後のまちづくりに反映するため、本年度作業を予

定しております総合計画の見直しに生かしてまいりたいと考えております。 

 続きまして、(5)生き活き拠点強化支援事業について、情報提供をさせていただきます。資

料はございません。 

 本事業は、岡山県が主体となってモデル事業として実施するもので、本年度、中山間地域等

における集落機能の維持や確保をするために、地域拠点のあり方などについて調査研究等が行

われます。その実施地域として、吉井地域が指定されましたので御報告申し上げます。 

 今後、岡山県や委託を受けたコンサルタントなどと市が協力して、地域の実情等の調査から

始めます。吉井地域以外に、岡山県内で、備前市三石地域、美咲町旭地域の２つが指定を受け

ております。６月に入りまして、岡山県よりプレス発表される予定です。 

 政策推進課からは以上です。 

 以上で総合政策部の説明を終わります。 

○委員長（北川勝義君） 総合政策部のほうの説明が終わりました。 

 これについて委員の皆さんから御意見がありましたら、意見を聞きたいと思います。 

 何かありませんか。 

○委員（永徳省二君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 

○委員（永徳省二君） ８ページ、令和元年度第１回地域公共交通会議の予定ですけれども、

出席者はどんな方が出席されるのか、御説明をお願いします。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 公共交通会議のメンバーとしましては、岡山大学の先生を初

め、一般旅客自動車運送事業者の代表ということで、例えば赤磐市の委託を受けていただいて

いる事業者さん、あとバスの運転手の組合の代表の方、あと地域の自治連合会の代表者の方４

名、国の方が１名、岡山県の方が２名、警察署の方が１名。 

○委員長（北川勝義君） 名簿はすぐコピーできるんじゃねんか。 

○政策推進課長（花谷晋一君） すぐコピーできます。名簿については、後ほどお渡しするよ

うにいたします。 

 社会福祉協議会の会長、商工会の会長というメンバー構成になっております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 
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○委員（永徳省二君） 地域の方、連合会の方４名ですか。具体的に、どこの連合会の方かだ

け、御説明をお願いします。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） ４名の方は、山陽地域、赤坂地域、熊山地域、吉井地域とい

うことで、それぞれ１名ずつ代表の方を出していただくことになっております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 なかったら、この間、実のところを言いまして、13日に委員長、副委員長の総務文教の打ち

合わせをして、その中でちょっと指摘事項があって、それが反映されとるか、されてねえかが

あったので、そのことについて聞かせていただきますんで。 

 １番のあかいわ映画祭りについてですけど、あかいわ映画祭りの目的は、シティプロモーシ

ョンを目的として開催されるものですということで、大体言わんとしとることはわかるんです

けど、打ち合わせのときに私が聞いたんですけど、あかいわ映画祭りというのは、何を目的で

やるんかと、将来的にあかいわ映画祭りはこういうことをやるんだと。これは、たまたま「カ

メラを止めるな！」とか「種まく旅人」、「ミニオンズ」ということでやって、あとはいろい

ろ、特産品とかいろいろやるようになってあるんですけど、何を目的でやるんか。これをやっ

たために次はどういうことに持っていくのかというのがわからないということを質問して、そ

れの答えがなかったんで。たまたま言うたら、僕が考えてたのは、「種まく旅人」を赤磐市で

やったんで、また次にこういうことの、また映画を撮るというのはなかなか難しいかもしれま

せんが、撮るようなこともやっていかにゃあおえん、どういう目的でやっていくんだというよ

うな確たるものをつけとくべきじゃないかと。それで、赤磐市のなっておる佐々部監督じゃと

か、津田寛治さんは前に来られたわな、「種まく旅人」の中ので。じゃけえ、「種まく旅人」

の中の誰かが来てから、また広げていくようなことをするんかなとか、それで「カメラを止め

るな！」というのは、誰かその人らが入っとったんかと聞いたら、いや、それは違うんです、

えかったからというふうになったんじゃけど、佐々部監督は、この人がええんじゃねえかとい

うことでやられたりで、それは結構な。それから子供も集めるものでええんですけど、何らか

の目的がぼやけとるいうんか、次にまたこういうことをやっていきたいからやるんだと。例え

ば、学校づくりとか、子供のことでも、何かの映画、どういうなんかわからんですけど、何か

やっていただけるんかなと。何が中心なんかというのがわからなんで。そういうことも、やる

ことに反対して言ようるんじゃねえんじゃけど、ただこれをやる前も、「種まく旅人」で、岡

山へ、赤磐市には悲しいかな映画館がないんで岡山へ行っていただくということで、助成金を

出すということで、それは大変反対だというような意見も議会からも出とって、何らそれが反

映されてねえ。何か、今までやったのが、去年は台風、災害のため中止になったけど、おとと
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しやって、おととしの反省というのが、こういうことになって、こんだけ来たというのがあっ

てもええんじゃねえかなというのをちょっと思ったんで、そこら辺のことが反映されてねえ。

きょうのどうこうじゃねえんですけど、７月にやられるんで、集めていただかにゃあおえんと

いうのが１点。 

 それから、数が何人ぐれえ来るんならというのを聞かせていただいたと思うんです。きょう

は、それの説明がなかったと思うんで。約700名じゃ言うたんかな、700言われたんかな、

650言うたんかな。 

○総合政策部長（安田良一君） 560です。 

○委員長（北川勝義君） ああ、560言うたんかな。やっぱり、そういうことを、目的このく

らいじゃというのを、数が多いとかじゃねえけど、説明をしてくれなんだら、総務文教委員

長、副委員長が打合会をしょうる意味が何にもねえ。打ち合わせせんでもええんじゃねえか。

打ち合わせして、言うたらそれを書きとめて、前、永徳副委員長がしょうられたときも、それ

を反映していただかにゃあおえんのんじゃ。その日だけ済んで、遊び半分で来ょんじゃねえん

じゃから。 

 さっき、下山委員が、僕も一番遠いとか言うとって、来たいことはねえんじゃ、それは、や

っぱり。きちっとやってもらわなんだらだめだということを言ようるんですよ。それが１個あ

った。 

 それから、公共交通について。またほかのも同意見ある。これ、公共交通は、これもアンケ

ート調査とか、いろいろなことを、どういうことをやるかということも、部長、言うたろう、

あの日に。 

 それで、公共交通も、さっき永徳委員が言われて、名簿を出すって言うたけど、その名簿は

出とると思うたけえ、余り言わん。出してもらやあええんじゃけど。これは、地域公共交通網

形成計画の中で会議をしてだめじゃったら認めない言うけど、もしいうたら、８ページの見直

しの対象外になるとか、例えば今、山陽を回っとる、それから循環バス。宇野バスさんがやめ

る言うたら、もうだめなんでしょう。やめる言うてもだめじゃないよと。これは交通計画で見

直しはできない、やっていただかにゃあおえんのんじゃ。継続していかにゃいけんのんじゃい

うて、そういう権利もねえんでしょう、力も。今、話を聞いとったら、拡大するのも交通会議

で該当したら拡大のほうに持っていく、縮小のほうも該当、市が何で今まで現状じゃというた

ら、公共交通会議が力を持っとって、やっていただかにゃあだめですよと言うたらできるん

か。そうじゃねえんでしょう。何で言うたら、前の穂崎から行きょうるのもやめております

が、宇野バスが。赤磐市が請け負うてやりょうりますが、事業主体になって。やっぱり、それ

もどういう意味かなと思って。８ページの話をしよんよ。今、言われて、公共交通会議におい

て協議をして、ええ、悪いのことを決めるように言うて、権限がある言うんじゃ、権限はない

んじゃないの。あるんじゃったら、そこらも教えていただきたいのと。 
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 それから、この間、宿題で言うとったバスのアンケートもやってもらえりゃええんじゃけ

ど、９ページについとるのを見るんじゃけど、もうちょい見やすいようなのがいいんかなとい

う話もしたんで、今回の公共交通会議に諮ってからやられてというのはええと思うんじゃけ

ど、今後そういうこともやっぱり入れてほしかったと思うたんですよ。 

 文句を言よんじゃねえんじゃけど、ほかの皆さんにも、やっぱり関心を持って、個々に一般

質問をされる方もおられるけど、やっぱり大事なことじゃからやっていただいとかなんだら困

るのかなと思うたんで。その場だけで聞かれて、はい、終わりましたと言うたら、何らやりょ

うる意味がねえような気がしたんで。それも踏まえて、答弁をもらえるなら答弁してくださ

い。 

○秘書広報課長（小引千賀君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○秘書広報課長（小引千賀君） 説明のほうが不足しておりまして申しわけございませんでし

た。 

 まず、あかいわ映画祭りについて補足の説明をさせていただきます。 

 今回の目的につきましては、今まで過去、第２回は中止になりましたが、かわりにミニ映画

祭りというのをさせていただきまして、映画への関心ですとか赤磐市の文化振興、さらに広げ

たいと考えております。 

 今回の「種まく旅人」の上映につきましては、監督ももちろんなんですけれども、参加をい

ただきました井上順さんのほうが、ぜひ赤磐市のほうにお邪魔したいということで御意見をい

ただいたということで、監督のほうから御推薦をいただいたということもございました。 

 それから、「カメラを止めるな！」を入れた件につきましては、御説明の中でもお話しした

んですけれども、大変な話題作でございます。赤磐市に映画館がないということで見られなか

った方もいらっしゃるかもしれないということで、今回入れたらどうかなということになって

おります。 

 桃のイベントをあわせてさせていただいているのは、シティプロモーションの観点から、市

内外の方においしい桃を召し上がっていただくということで、映画祭りにつきましては、映画

だけではなくて市の特産品のＰＲも兼ねてということで、今後もシティプロモーションに努め

てまいりたいと考えています。 

○委員長（北川勝義君） 課長なあ、僕はそんな話をしょうたんじゃねえ。総合政策部長も打

ち合わせに出て、打ち合わせで出たことは反映してやっていただかにゃいけんということを言

うたわけ。必要ないんじゃったら、必要ありませんでええんじゃ。やりますと言うたら、それ

は話をしてくれなんだら。こういう質問が出る場合があるからいうて打ち合わせをしたわけじ

ゃろう。それを言ようるわけ。 

 今、「カメラを止めるな！」とか、アニメの「ミニオンズ」をするけんおえんとか、子供を
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集めてやってあげてというのは、関心を持たすのに。それを決めたいうのは執行権じゃけえ、

決めりゃあええ。それがどうこう、それがおえんとか、ええとかじゃねえ、こういう考えに基

づいてこうやるんじゃということを教えてもらいたいということを言ようるわけ。何の作品が

ええとか、どうのこうの、井上順さんがええとか、そんな話なんか全然しょうるんじゃねえ。

こういう考えで、今言うたら、子供たちのために、これは関心を持ってもらいたい、地域でい

ろいろなことをやるんじゃという、それを言うてほしかったということを言ようるだけ、僕

は。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 公共交通会議の権限につきまして、御質問があったと思いま

す。公共交通会議につきましては、市の運行するバスについての権限を持っております。民間

の運行しているバスにつきましては、公共交通会議のほうが権限を持って、走らせる、とめる

ということができないものとなっております。 

 あと、資料がわかりにくいという御指摘をいただいたと思います。次回から気をつけて作成

させていただこうと思います。 

 以上で終わります。 

○委員長（北川勝義君） 公共交通会議が力を持っとるように言われたから、出さなんだ言う

けえ、それはわかっとることじゃけえ、あえてそのことを確認しょうたんと、それから、もし

やるときに、例えば、バスの広告をつけるのやこうは簡単につけるが、自分らがもうぱぱっと

見て、それは執行権じゃけえ、ええと思うんじゃ。じゃけど、今言うたら、この間の報告は、

総務文教常任委員会では、質問はそういう質問じゃなかったと思う。傍聴に来られとる方も委

員も関心持って来られとる、ほかの議員も関心を持っとる。どねえ言うたというたら、山陽団

地のバスの東回りか、西回りかがのうなっとると。それから、ネオポリスの循環バスがのうな

っとると。それで行くところ、例えば同僚というたら下山委員、乗り方があるんじゃ、いろい

ろバスの、テレビでやりょうたんじゃと言うて、一般質問のときでええけどな言うて、次には

何ぼか答えられるようにしてくださいと。相手があることじゃから、そこまで追及してどうこ

う、副市長も、御挨拶を兼ねてからお話しすると言うたんじゃけど、そういうことを踏まえ

て、言うた質問がそういう意味じゃったわけじゃ。どうせえとかじゃなくて。これはもう単純

な費用のこと、変わらんことで意味、これじゃったら、やんわりと言えれん相手があることじ

ゃけえ、刺激せずにやんわり言わにゃあおえんけど、いろいろ考えて言ってくださいという

て、僕はこの間も、副委員長、言うたわな、そういう言い方も。ちょっと考えてほしいなと思

います。 

 それとまた、これは見にくいなと思って、乗りょうる者が見ようて見にくいなと思って。僕

が見にくいんじゃけえ、乗る者はまだましなんかもしれん。ちょっと見にくいというて、また
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工夫も１つ。 

 そこらがわかりゃあ教えていただきたい、結果的にアンケートをしてくれということも言い

ましたがん、やりょうることも。中でいうたら、その調査してやっていくときに、花谷さん

な、よう聞いといてよ。また聞かなんだ言わずに。市長、寝とるんかもしれんけど、よう聞い

てくれにゃ。このバスが、なぜ利用が、要するにこれがもう、循環バスがぴっぴっぴっぴ利用

しょうて、遊び半分で言よんじゃねえんで、だてや酔狂で、ここへ来て黙って物を言わんのじ

ゃったら休んどきゃええんじゃあ。循環バスがなぜおえんのか言うたら、赤字じゃからいけん

ようになるわけじゃあ。ずっと赤字じゃのうて、毎日忙しいぐらい行きょうたらできるけえ、

それはなぜできんのかというたら、料金が高えんかもしれんし。知らんので、じゃから、アン

ケートをとって、料金が高いからおえんと、ワンステップでというたらえかったんか、いろい

ろ今のところへちょっとこっちへ入ってくれたら、もう１カ所ここまで入ってくれりゃあ乗る

んですよと。乗車しょうる方や区長さんとかの御意見をもらえば、特に山陽団地とかネオポリ

スのほうの人がもろうたら、ああ、ほんなら、ここをここまでちょっと１つ行ったら、どこじ

ゃったかな、ミラー塾前か、少ねえんじゃとか、ミラー塾前はこうすりゃあええんじゃとい

う、そういうことを出しちゃってくれということを言ようるわけ。相手がおることじゃから、

相手に、いや、あなたしなさいやこう、そんなんは言える権限もねえし、そんな話をしょうる

んじゃねえんで。そこらのことをやっていただきたいということを言いたかったんで。この

間、そういう言い方をしたと思うたんじゃけど。じゃけえ、それがなかったら、何らもう出た

ことで、ぼっけえ要らんが、職員も。２人ほどおってから、ちょちょっと、傍聴の福木さん

が、交通課をつくりましょう、交通課はもう初めから要らんわ。出たことをぺっぺっとするん

じゃったら、何にも要りゃあへん、ちょっと今思うて。 

 これは何のためにしょうるというたら、僕はもう、打ち合わせもあったけえ、僕ばあしゃべ

ってもおえん、ほかの者がしゃべらんから言うんじゃけど、何についても、赤磐市をようす

る、きょうテレビを朝見よったんじゃ、朝は何ですというたら、ピラミッド型になっとる都市

を上から下まで長方形にしようということを言ようるわけじゃ。そうしたら、年寄りから優し

い、住みやすい、どうしたら住みやすいかというたら、そこへ来たいからおためし住宅があ

る、来たいから来さすようなことを考えようるわけ。そういうことを何にもねえのに、終わっ

たことの順番で、相手がおって、相手待ちだけで、相手がいけん言うたら、はいって言うんじ

ゃったら誰でもできるがな。今、それを言いたかったんです。そういうのも踏まえて、もう一

遍、わかる範囲でよろしいから、市長でも結構です。副市長でも結構ですし。副市長、この

間、副市長はもう後から、前田副市長に言うと、行く言われようたから、どんなかというのを

聞こうかと思ったんじゃけど、ほかの方もあったら、部長もきちっと言ってください。わかれ

ばどういう意図が。 

 それと、もう１個は、これも言うたん。これはもうこんなことまで言ようたら、口幅ったい
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けん、広報活動についとって、関係者が出とるんかいうて言うて、関係者が出とりゃあええな

言うけん、もうちょっと、これも言うたら、友實後援会の報告会のときにやった、ああいう、

ばあっと明るいのも出せよ言うたんよ。こういう古いのばあじゃのうて、かた苦しいより、み

んなが見て、ああ、おもしれえなと、こういうのがええかなという話をしてたんで、ぜひそう

いうことをやってほしいというか、今そう思うたんで。答えられたら答えてください。答えれ

なんだら結構です。 

 ほかの人、何かあったらでもよろしいし。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 花谷課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 質問の趣旨としまして、バスの休止を発表したのに、利用促

進等をしていたのかどうかとか、そういったぐあいの質問だったと思っております。 

 まず、循環バスが休止になるということが決まってすぐ、広報紙において、もうバス、乗ら

んとなくなりますということを特集を組みまして、広報６ページだったと思います。まず、そ

の広報を行いました。 

 あと、それに続きまして、そこから後、ずっとバスを使いましょうという広報をさせていた

だいております。そういった観点から、今回の地域公共交通網形成計画におきましても、バス

は使わないとなくなるんですということを訴え続けております。 

 そういった格好でバスの利用促進を進めてまいりたいというふうに考えております。 

○委員長（北川勝義君） 花谷課長、そういう意味のことを言いたかったんじゃのうて、僕が

言うたのは、それは当たり前の話でようわかる。使わにゃあのうなるのは、ケース・バイ・ケ

ースじゃから。ただ、それを行政がかんでやりょうるんじゃから、公共交通会議もあったりす

るんじゃから、アンケートで、例えばここじゃから乗らんのんじゃと、もう一歩こっち側へ行

ってくれたら、ここからじゃったら乗るんじゃという場合が。いや、ここへ行っても乗らんい

う人もおるかもしれんけど、そういうアンケートをとってくれえということを言うたわけ。た

またま、料金がちょっと高けえん、ちょっと下げてくれりゃあ、もう10円、10円いうたらおえ

んけど、例えば今、わからんのじゃけど、場所が600円としたら、600円は便利が悪い500円

で、ワンコインにしてくれりゃあ乗るんじゃという場合がありますが。そういう意向を出して

くれとか、時間帯を時間どおり行かずに、来たところは３分でも、乗車時間を、30秒で行かず

に３分に延ばしてくれるとかという、何かそういう、ちょっとそこらのことを調査をしたらと

いう話を言いたかったわけです。乗るのをふやすためにということを言いたかっただけで、

今、花谷課長が言うた、乗らなんだからのうなるんじゃというのは、そんなことはようわかっ

とる。それはわかっとるけん、努力せにゃあおえんという。特集を組んでくれても、ほんなら

特集組んでくれて何の効果が出ましたか。特集を組んでから、ほんならようけえ乗るようにな

りましたか。じゃから、問題点をしていただきたいなと思うたん。答えられなんだら答えんで
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もええし。 

 それから、前田副市長、行かれていたのを、またよろしい。言える範囲で。 

 安田部長。 

○総合政策部長（安田良一君） 委員長からの御提案で、アンケートをとって、これは宇野自

動車様、赤磐循環バスというのは宇野自動車様、民間の方がされている中で、経営判断という

ことで、今回は１年間休止ということで、休止をされている中で、市としても路線の再開に向

けて協議をしている中で、今の委員長の御提案があったアンケートをとって、そういうものも

お見せしながらいろいろ協議をしてはどうかというお話を、今御提案をいただいたんですけ

ど、それについて、なかなかアンケートをどうとるかとか、民間の方でありますので、方法論

についてもなかなか難しいところはあるのかなとは思ってるんですけども。 

○委員長（北川勝義君） 僕ばあしゃべっとるけど、２日ほど前、けちな言うたらおえんけ

ど、シビアなところ、両備バスが、両備のバス停をして、駐車場、停車場かしてから、やっぱ

り人気があって、バスからバスに乗るというてテレビに出たりしょうて、やっぱりそういうな

んもアイデアで、何分後とか。 

 それで僕は今、民間じゃからなかなか言いにくい。休止じゃのうて、廃止じゃったら、また

やりやすいと思う、それは今言ようることな。廃止してほしゅうねえ、休止もしてほしゅうね

えんじゃけど、最悪の場合じゃったら乗らん人が、例えば３人しか乗らんのんじゃったら、そ

んなに大きいバスじゃのうて、ほんまに軽四でもええんじゃねえかと思うて。小めえバスで何

遍も小回りがきいて、小めえバスじゃと奥まで入れるというのも一つの方法じゃし。例えば、

今まで５人しか乗らなんだから、いろいろなことがあってふやしたがために15人も乗るように

なったら大きいバスを出しゃあええし、臨機応変に考えていきゃあええんじゃねえかと思よう

るわけじゃ。 

 その中で、今アンケートの話で、民間企業がしょうるけど、民間企業がするんだって、乗る

のは民間企業じゃねえ、赤磐市民が乗るんじゃから、どういうふうなのができると、宇野バス

さんが補助金を受け取ってくれるか、くれんかは別で、こうやったらこう、それから乗る場所

の、今までこれだけの場所しかしてねえけど、まだその間に、新しい団地じゃねえけど、集合

体がふえたから、個体がふえて、そこのところへバス停もつけるんですよとか、そういうこと

をしたら、それならうちもええよと言うて、そのためにはバス停は赤磐市が整備してつけます

よと。それから、例えばユニークなバス停でも、桃のついたようなバス停も全部つけますよ

と。この間もちょっと関係ねえ総合政策部のほうで、言うたのがこの広報活動もええのをつけ

てくれえ言うた。あかいわモモちゃんも余り評判がようねえよというて、こういう話をしまし

たが、僕はええと思うても、なかなかそういうのが出とるんで、そういうことも踏まえてアン

ケートをやっていただけりゃあなと思うたということを言いたかったんじゃ。これは、そうじ

ゃなかったら、この間聞いた、４月の委員会をしたときの、ここへおられた人が、聞かれた方
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が、４月の委員会で、おお、ええ答えをもろうたと思うとる人は誰もおらんのじゃねえかと僕

は思うとるわけなんじゃ、今。それで、じゃからというて言わせてもらようるだけじゃ。 

 副市長。 

○副市長（前田正之君） 私のほうから、御報告を兼ねましてです。 

 宇野バスの社長のほうに、私のほうからぜひともお会いしたいというようなことで伺わせて

いただきました。社長もお忙しい中で、なかなかお時間をとっていただけなかったんですが、

先日、私のほうの申し出に対しまして、こちらのほうまでお訪ねをいただきまして会うことが

できました。約30分程度のお話をさせていただきました。民間の社長さんですので、いわゆる

経営戦略とか、世の中のバス、公共交通のいろんなお話をさせていただきました。そして、私

のほうからは、この循環バスが休止という今の状態になっとるわけですが、この路線の休止か

ら復活をしていただけるというような要望をさせていただきました。強くさせていただいとる

んですが、宇野バスの社長さんももちろん、経営という中でこの決断を決められておりまし

て、お会いした中でのいい感触というものはすぐいただけてないというのが現状でございま

す。 

 しかしながら、訪ねていただいたということは、赤磐市とこれから、こういった公共交通の

あり方、そしてバス路線、経営をされていく中での何か接点を持っていこうというようなこと

を言っていただけましたので、私もこれは引き続き、時間をそんなにかけるものではなく、一

生懸命、私自身も担当課と一緒に、何か糸口を見つけていきたいというような感触を持ちまし

た。 

 先ほども委員長から、いろいろ、このままで単純に交渉してもいけない。何か市としても、

こういうようなことがあるからお願いしたいんだというような具体的なものを持っていかない

といけないと思いますし、今のままの状態で復活していただいても、また同じ現象を繰り返す

だけということだと思います。 

 先ほど、委員長からは、ニーズ調査の辺のお話をいただいたんじゃないかと思います。なる

ほどなというような思いを私は持っております。きょういただいた意見で、何か、どういった

形のニーズ、全然バスを利用されない方のニーズというのも必要ですが、バスを必要としてい

る方とか、いろんなパターンがあると思います。どういう形でニーズを集約するのがいいかと

いうのをまたこれから担当課と一緒に模索していきたいと、きょう委員長のほうから、ニーズ

調査が必要だということを改めていただいて、今後そういったものを明確化していくというこ

とは必要だなという感触を持ちました。 

 私のほうから、宇野バスの社長さんとのお話の御報告をさせていただきました。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 佐藤委員。 

○副委員長（佐藤 武君） 総務委員会は初めてなので、委員会の中で説明があったかもしれ
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ませんけど、まず、循環バスについては、今休止状態ということでいいんですよね。そうした

中で宇野バスさんが、復旧もあり得るということでいいと思うんですけれども、循環バスを走

らせるということは、市民バスは走らせないと、走ることができないということもあると思う

んですけれども、宇野バスさんとしては撤退というような明確な回答というのもないんですよ

ね。 

 そういうことで、今後、委員長が言われたように、市民アンケートということも必要となる

と私も思いますけれども、いずれにしましても、利用者の報告も資料として提出されました。

そうした中で、私もネオポリスの市民の方から、休止といえども、やっぱり今まで利用した方

にとっては困るんだというような意見も聞いておりますので、何らかの形で循環バスの復旧と

か、あるいは市民バスへの切りかえというような方向で、早急な回答といいますか、市として

の方向づけといいますか、そういうものが必要になってくるんではないかなと思っておりま

す。いつまでということは、なかなか言いにくいとは思いますけれども、早急な形で方針を出

していただければなというふうに思っております。 

 質問か何かわかりませんけど、以上です。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 

○委員（永徳省二君） 市として、単純に再開してほしいというふうに宇野バスさんに言って

も、恐らくしてくれないと僕は思うんですよ。もっと具体的に、こういう施策を打って、乗車

率、乗車人数をふやしますよと。例えば、中央公民館で雷門さんを呼んで、バス時間に合わせ

て落語会を例えば実施しますと。市がそういう企画をすることによって、乗車率、乗車人数を

これだけふやしますよと。そのほかにもいろんなイベントがあると思うんですけど、そうやっ

て宇野バスさんに、市としてはこんなイベントをして、こうやって宇野バスさんの経営が成り

立つような、採算性が出るぐらいの乗車人数を確保するようにしますよという提案をしない

と、恐らく宇野バスさんは再開することは僕はないというふうに思います。だから、そういう

ことをいかに企画するかというのが、実は皆さんのお仕事であって、それをどうするのかを考

えないといけないんですよ。というふうに思います。ぜひ考えてください。 

○副市長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 前田副市長。 

○副市長（前田正之君） 私もそのように思っとります。休止に至ったわけですから、このま

まの状態でただ再開をということには至らないと思っております。先ほどから、委員長、永徳

委員のほうからいただいておりますように、何か次のものをもって交渉していくというのは必

要だと思います。しっかりとその方策を探っていきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 市長、いろいろなことがあるんじゃけど、民間がやりょうることじ

ゃし、簡単にそんな、今永徳委員が言ったこともできるか、できんかわらん。僕らもどうなる
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かわからん。粘り強く交渉していっていただかにゃおえんという、前も下山委員が、よう見て

再々行けって、こういうぐらいに行ってもらわにゃおえんかもしれん。それから、タイミング

も見て図らにゃいけん、いろいろなことがあると思うんじゃけど、余りにもタイミングばあ図

りょうて、ずっと２年も３年も図りょうたら忘れられてしまうんで、そんなことも相手もねえ

と思うんじゃけど、何らかのことを、ちょっとアクションを起こすことも１つの、時間ができ

りゃあ市長、膝詰め談判で社長とも会うて話をしていただくのも１つの方法じゃねえかなと思

うとるんで、よろしくお願いします。そういう気持ちがあるわな。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 宇野バスが休止で、権利を持っとる以上は、もう赤磐市は手が出せん

ということかな、同じ地域内で。その辺だけはっきり答えといてほしい。できんことはねえん

で、できるんじゃと言うのか、宇野バスがきちっと手を切らん限りは手が出せれんのじゃと言

うんか、どっちなんですか。その辺を明確に今まで話が出てないんで。いつまでたっても、ず

るずるずるずる行くだけで、やっぱり実際に赤磐市としてはこうするんじゃという形が今まで

ずっと明確に出たことがないので、その辺だけ答弁ください。 

○委員長（北川勝義君） 市長、今、下山さんが言われようるのが、穂崎からのうなりました

がん、日曜日とか行きょうるバスが。それで宇野バスがバスを寄附してくれて、これは赤磐市

が行きょうるが。ということは可能なわけです。これはどっちかいうたら、都合のええのだけ

宇野バスがしてくれえと言ようるのと同じで、例えばの話じゃけど。逆じゃったら、もう休止

しとるんじゃ、その間は赤磐が市民バスを出してくれてもええんじゃねえかという議論。そこ

らが法的に、今のことができとるということは問題ねえんじゃねえかと思うんじゃけど、どう

いうやり方が、刺激せんのがええんよ。ほかの路線が、この路線だけじゃったら、ほかの路線

があったらやっぱりということもあるんじゃろうけど、そこらのところは、法的に、下山さ

ん、法的にも説明願わにゃおえんけど、法的でええかどうかわからんけど、どんなですか、市

長、そういうことも踏まえて。下山さんが今言われようるような。できんことはねえんじゃけ

ど、しちゃあいけんような、それをせえとは言わんです。どんなんかな。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 制度面については、後ほど担当から説明させます。 

 これは非常に深い問題がありまして、この循環バスが不採算だからやめていく、やめたら、

その不採算の部分を市民バスが引き継ぐという構図ができ上がってしまうと、次はじゃあ、例

えば吉井方面へのバスが不採算だからやめて、やめたら市民バスが引き継ぐと、そういう構図

ができ上がるのはいいこととは思えません。ですので、そういった形ではなく、宇野バスにと

っても利益の上がる方策、赤磐市民にとっても利便性が増していく方策、こういったものをお

互いに知恵を出し合いながら解決を目指すということが必要だと私は思っております。 
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○委員長（北川勝義君） 言ようることはわかるんですけど、どうしたらそれを。法的なこと

は言わんのかな。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 花谷課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 法的なことを申し上げますと、基本的にバスが休止します

と、その路線はバスが走っていないことになりますので、その後にバスを走らせることは法的

には可能です。ただし、今回の場合、宇野自動車さんが休止されたバスは、それ以外の路線を

同じバスが走っていたり、その近隣をバスが走っております。民間バス事業者さんは、このバ

スをやめることによって、市民の方、使われている方のライフスタイルが変わり、近くのバス

停へ行かれたり、いろいろな方法で移動手段をされる。ですから、１カ月もすれば基本的には

移動になれて、違うバスに乗ってくださるというお考えを持っておられます。ということは、

そのバスに乗る方を改めて赤磐市がその路線にバスを走らせて、赤磐市のバスにお客をとって

いくということになります。そうなりますと、民間バス事業者さんとの折り合いも悪くなりま

すので、まず……。 

○委員長（北川勝義君） あほうなこと言うな。何を寝ぼけて言よんじゃ。それは違うぞ。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 前から言ようることなんじゃけど、赤磐市として公共を含めた全体像

ができてねえから、物事が考えれん、前へ進む話なん。じゃから、僕が言うのは、赤磐市全部

の関係と、それから近隣に出入りするコースも含めて、通学の前から言ようる話で、全くその

全体像というのが示されんから、一部分の充てかえの話ばっかしなんよ、今まで。それじゃい

けんのんじゃということ。じゃから、その辺の考え方はどうならと言ようる。じゃけん、市長

じゃなけりゃできんじゃろう。職員さんが勝手にするわけにはいかんのじゃから。市長が、私

はこう思うとるから、こういうふうにしたいんじゃという話をしてもらえんでしょうかと言よ

うる。どうですか、市長。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 考え方としては、先ほど申し上げたとおりです。民間事業者と市民バ

ス、あるいはタクシーもあります。そういったものが、それぞれの利益を守りながら、あるい

は利益をふやしながら、この将来にどう形成していくかというのは考えないといけないという

ことは思います。 

 しかしながら、答えは一通りじゃありません。たくさんの答えがあろうかと思います。そう

いったものを、ニーズを聞きながら、考えを常にしていかないといけないものと思っておりま

す。仮にここで答えですということで交通計画ができたとしても、それは実施をしながらまた

姿を変えていくということになろうかと思います。そういうことで、絶えずそういった計画を
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模索しながら進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 先ほど委員長が言ようたのは、現況調査というものがまだ完全にでき

てねえということじゃな、現状。現況調査ができてなかったら、考えもできんのじゃろうし、

じゃから、一番に赤磐市が今どういう現状なんかというのが示せるように、まず一番にするの

が、そうすればいろんな人の知恵が加わってくるかもしれんけど、何にもねえところで、ほん

ならどうせえいうて、知恵の出しようもない。それが基本じゃねえか、委員長が言うたよう

に。それが正しいんじゃねえかと思うんです。その辺の答弁だけください。 

○委員長（北川勝義君） 市長、今、下山委員が言ようることじゃねえけど、ニーズ調査、副

市長もやらにゃあおえんって、やってもらえりゃあええんじゃけど、結果的に、大津市もこの

間、市長も再々挨拶しょうる大津市の事故もあったり、いろいろ。吉井でも今言うのは、免許

返納せにゃおえんのじゃねえかという話も交通安全の痛ましい赤坂の事故があった話ですけ

ど、いろんなことが出て、話があるんですよ。じゃけど、やっぱり吉井で言うたら免許証を払

うたら、この間も言ったんです、実はきのうも話したんです、免許証を払うたら、どねえする

んなら言うて、行けりゃへんがなと、これは医者も行けんし買い物もできんがなという話にな

って。そういう全体的な、毎日じゃのうても、全体的なことを網羅するようなことをちょびっ

とずつ考えてもらいたいと思います、調査して。そうしたら、地域的に、山陽は山陽のやり方

があるし、吉井は吉井のやり方、赤坂いうて、やっぱりそういうなんで。それから、大きい美

岡ができた、いろんな大きいのを。 

 市長に僕らが生意気なことを言うんじゃねえけど、機構改革をようされるんじゃけど、交通

課ぐらい本当につくらにゃいけん。きちっとしたところは、交通局じゃねえ、局までつくれじ

ゃねえ、部とかつくれじゃねえけど、やっぱりそういうのがなかったら。今度は国土交通省へ

おった川島さんが副市長で来られとるんじゃけえ、行きやすうなるが、そのくらいのことは、

認可をとりやすいわな。とんとんとんとん。いや、僕は今そう思うたりして、ちょっと市長、

副市長やこうが言われることもよう重々わかっとるんじゃけど、やっぱり乗られるほうは、例

えばどこかの施設をつくってくれ、入りたいんじゃ言うたら、私が入りょうるまであと３年も

５年も待ちょうりゃあ死んでしまういう人もおられるんじゃ。じゃから、そういうことも考え

ていただきたいなと思うて。ちょっとそれを言いたかったんで。今後考えて。今、下山さんが

どう考えとるんならというて言われるのも、市長もさっきの、市長の肩を持つんじゃねえけ

ど、さっきの言葉じゃと思うんで、どうせえいうのはなかなかできにくいと思うんで。そのく

らいで、下山さん。 

 他にありませんか。 

 佐藤委員。 
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○副委員長（佐藤 武君） ごくごく簡単なところなんですけど、あかいわ映画祭りについて

ということで、これはもう恒例の事業ということで認識されつつあるのかなというふうに思い

ます。そうした中で、これはもう第何回とか、やっぱりシティプロモーションを目的とすると

いうのであれば、やっぱりこれだけ積み重ねてきたということがわかるように、第何回あかい

わ映画祭りというふうな表現をされたらいいのかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

              〔委員長交代〕 

○秘書広報課長（小引千賀君） 副委員長。 

○副委員長（佐藤 武君） どうぞ、お願いします。 

○秘書広報課長（小引千賀君） 申しわけありません、資料のほうには第３回というふうには

載せていないんですが、チラシには第３回と載せる予定としております。 

○副委員長（佐藤 武君） はい、ありがとうございます。 

              〔委員長交代〕 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 永徳委員。 

○委員（永徳省二君） 最初の質問の続きですけど、８ページの地域公共交通会議、先ほど出

席者の説明を聞いた限り、大学の教授とか専門家はいたんですけど、地域から４名ということ

で、これは余り市民目線になってないという気がするんですけど、もうちょっと市民の数をふ

やすようなことは考えておられないんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 誰が答弁するんか。 

 安田部長。 

○総合政策部長（安田良一君） 市民目線をということで委員さんに、市民の方をふやしたら

どうかということなんですけれども、それにつきましても交通会議の中で決めていくお話だと

は思いますので、その市民目線をどう反映するかということにつきましては、そういう御意見

をお伝えはしていきます。 

 ただ、市民目線を把握するために、今回の計画をつくる中でもアンケート調査とかもやって

おりますので、そういうものも活用しながら、お声は拾っていってるというふうには考えてお

ります。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（永徳省二君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、総合政策部のほうは終わりたいと思います。 

 次にありましたらお願いします。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） 課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） それでは、教育委員会の資料をごらんく

ださい。資料の１ページをお開きください。 

 赤磐市東京2020ホッケー競技国内キャンプ誘致活動についての関係で、ホストタウン構想に

係る赤磐市の登録決定についての御報告をさせていただきます。 

 委員の皆様方には、先月４月26日の報道発表の前に事前に電話連絡させていただいた件でご

ざいます。このホストタウン構想の目的といたしましては、東京オリンピック・パラリンピッ

クの開催により、多くの選手や観客が来訪することを契機に、全国の地方公共団体と大会参加

国、地域との人的、経済的、文化的な総合交流を図るとともに、地域の活性化等を推進するこ

とを目的としております。登録につきましては、今回が第13次登録となりまして、岡山県では

５番目の登録となります。ホストタウン交流計画といたしましては、ニュージーランド女子ホ

ッケーチームの合宿の受け入れをＩＰＵと連携して行う予定にしております。このホストタウ

ン登録をされますと、国からの財政支援が受けられます。具体的には、ニュージーランド女子

ホッケーチームの合宿受け入れ等の経費を特別交付税の２分の１で事業の財源確保に努めてま

いります。 

 続きまして、チャレンジデー2019の説明をさせていただきますので、お手元の資料の２ペー

ジをお開きください。 

 チャレンジデー2019ということで、ことしで赤磐市は10回目の参加となります。対戦相手

は、秋田県能代市で、全国一斉に５月最終の水曜日、ことしにつきましては５月29日の実施と

なります。市民の皆様には、広報５月号、市のホームページ、新聞折り込み、また各種団体等

を通じてお知らせするようにしております。議員の皆様方も積極的な御参加と市民への参加周

知のほど、御協力方お願いいたします。 

 以上、スポーツ振興課から報告させていただきました。 

○中央図書館長（矢部 寿君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 館長。 

○中央図書館長（矢部 寿君） 図書館から、(3)の資料搬送サービス施行の協力施設拡大に

ついて説明いたします。 

 この事業につきましては、図書館以外の施設で図書資料等の返却を受け付けるサービスとし

て実施しております。現在、山陽公民館、西山公民館、高月公民館、笹岡公民館の公民館４館

の協力を得て実施しておりますが、今年度６月から新たに、桜が丘いきいき交流センター及び

仁堀出張所の協力が得られることとなり、協力施設を拡大して実施することとなったもので

す。これまでの４施設とともに、６月から今年度末までを試行期間とし、支障なく実施できる

ことを確認して本格導入につなげる予定です。 

 また、参考として利用実績を示しております。件数は多くはありませんが、交通手段がな
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く、返却期限が近くなったために利用したというお声をいただいております。 

 (3)については以上で説明を終わります。 

 引き続きまして、(4)の岡山連携中枢都市圏図書館相互利用について説明いたします。 

 ５ページのほうをごらんください。 

 この事業は、岡山連携中枢都市圏内で各市町の市民が各市町の図書館を利用できることとし

た制度です。この制度による赤磐市民の他市町図書館の利用数は、平成29年度は延べ230人の

方が931冊貸し出しをうけました。平成30年度については延べ853人の方が3,398冊の貸し出し

をうけました。また、各市町の図書館がこの制度で貸し出した数を２に上げております。平成

29年度、平成30年度ともに、赤磐市図書館の利用が多い結果となっております。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（北川勝義君） 教育委員会は終わったんか。 

○中央図書館長（矢部 寿君） はい。教育委員会、以上で終わりです。 

○委員長（北川勝義君） 教育委員会の説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問がありましたらお願いしたいと思います。 

 ありませんか。 

 ちょっと僕は言うたんじゃけど、ホッケー場の国内キャンプのあれで決まったということ

で、ホスト登録できたということでやられること、ぜひ事前キャンプもできるようにやっても

らいたいいう話もして、そういう中でせっかくホッケー場ができたんで、こけら落としじゃね

えけど、何かやるべきじゃねえかというのも話をしたりということと。 

 それから、もう１個が、せっかくこういう施設ができたのに、熊山地域の方は知っとった

り、それからホッケーに関心ある方は物すごう知っとるが、関心がねえ人はなかなか知られん

と思うんで、せっかくの、できたら要覧じゃねえけど、どういう施設ができてどうなったとい

うのをパンフレットをつくるべきじゃねえかなと思うとるんで。これは、市長、教育委員会と

相談してやっていってから、これ１回じゃのうて、これだけのホッケー場のあれにしとった

ら、オリンピック仕様じゃというたらすげえと思うんで、こういうようなのもちょっとＰＲす

るのに使うべきじゃねえかなと思うたんです。そういうこともやっていただけるかどうかとい

うのを関心があった。ちょっと話は違うんじゃけど、お答え願いたいと思います。２点。どん

なんですか。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） まず、１点目の完成したときのこけら落

とし等のことでございますけれど、ニュージーランドの女子ホッケーチームを招いたときに、

何らかのそういうことをしたいと考えております。 

 また、先ほど言われた熊山運動公園につきましては、オリンピックの人工芝等で、来ていた
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だけるということで、パンフレットをつくって、全国また世界にアピールしていけたらと思っ

ておりますので、パンフレットの作成等を考えております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） せっかくつくったんじゃから、関係者は知っとると思うんじゃけ

ど、関係ねえ人は、ホッケー場どうだ言うてもわからんのもおるし、いろいろ赤磐市ってええ

うわさが立たなんだから、やっぱり今度はこうして、今度はこういうええホッケー場もできた

んじゃと、パンフレットもつくっとったらＰＲにもなると思うんで、ぜひ市長、お願いしたい

と思いますので。 

 それから、ほかの、ニュージーランドのこともええんじゃけど、やっぱりそのときに合わせ

て何かやるとして、ニュージーランドのときに記念してやりゃあええんじゃけど、高校生だ

と、近隣のがおりましたが、この間、全日本女子だったんかな、あれ。あんなんでええけど、

何かあるのをちょっと使うてもらえりゃあええんかなと思うて。特に、環太平洋大学も力を入

れとるんじゃったら、何か入れるか、子供はちょっとわからん、どこまでしょんかわからんの

じゃけど、瀬戸高かな、瀬戸高があるんかな、ホッケーというたら。瀬戸高を使うとか、何か

ちょっと広めてあげたほうが。何でこういうこと言うというたら、この間も僕のところに電話

があったのは、土曜日のあれがえかったないう話が、瀬戸高の書道部が書いた交通安全のえか

った、よそやこうよりは物すげええかったいう評判が、久しぶりにええニュースを聞いたり、

電話で話もしたんで、そういうなのがあったら物すごい元気になるというか、今そう思うたん

で、ぜひお願いしたいと思います。 

 他にありませんか。 

 大口委員。 

○委員（大口浩志君） もしわかれば教えていただきたいんですけど、ホストタウンの登録の

中で、倉敷が同じニュージーランドになっとるようなんですけど。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 土井課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） ホストタウン登録を倉敷はしとるんです

けれど、一応倉敷のほうは柔道で来たいということで、あちらのほうにアプローチをしとると

いうことをお聞きしております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 大口委員。 

○委員（大口浩志君） そういうことでしたら、同じ国から来られるので、特に熊山地域は柔

道にも力を入れておられる地域柄のように聞いておりますから、もし可能であれば、倉敷市と

の連携もまた考えていただくと、相互の行き来がもしふえるんならよろしいんじゃないかなと

勝手なお願いかもしれませんけどお願いしておきます。 
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○委員長（北川勝義君） 市長、できるんか、そういうようなことは。 

○教育次長（藤井和彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 次長。 

○教育次長（藤井和彦君） 倉敷市とも協議しながら進めたいと思いますけれども、実際にニ

ュージーランドが倉敷に来るか、強豪ではないということを聞いておりますので、実際に来る

かどうかはわからないですけれども、連携をとっていきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） 要らんことやけど、大口さん、こっちの磐梨の武道館のほうが、向

こうへ見に行ったり、行くのはできるかもしれんけど、向こうからこっちへ来てくれと言うた

って、なかなか難しいかもしれんわな。正直、ホッケーがあるからいうて、ほんならホッケー

をしょうるところがあるけえ、ちょっと真庭へ来てくださいって、うちのほう来たから行くと

いうのは、難しいんかな。何かちょっとそう思うたな。要らんこと言うたらおえん、相手のこ

とがあるけえ。特に、オリンピックというたら難しかろうけん、要らんことを僕らが言ようた

ら。できたらそうしてください。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで終わりたいと思います。 

 事業の進捗状況は、これでよろしいですか。ありますか、どこか。 

○総務部長（塩見 誠君） 以上で終わりです。 

○委員長（北川勝義君） なければ、次のその他に入りたいと思います。 

 その他、何かありますか。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） それでは、総合政策部の資料11ページをお開きください。 

 令和元年６月議会定例会提出予定議案について、御説明させていただきます。 

 (1)令和元年度赤磐市一般会計補正予算案（第１号）についてでございます。 

 政策推進課の本補正予算では、プレミアム付商品券の販売を行うため必要な歳入歳出予算そ

れぞれ２億8,636万9,000円の補正を予定させていただいております。 

 プレミアム付商品券事業は全額国庫を予定しておりまして、一般財源の充当はございませ

ん。 

 歳入としましては、国庫補助金8,636万9,000円、諸収入としまして、プレミアム付商品券の

販売収入として２億円が歳入でございます。 

 歳出につきましては、主なもののみ説明をさせていただきます。 

 企画費のプレミアム付商品券事業でございまして、歳出の２つ目にあります需用費624万

円、これはプレミアム付商品券事業に係る事業用消耗品代と商品券の印刷代を見込んでおりま
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す。 

 次に、役務費1,460万8,000円、これはプレミアム付商品券事業に係る郵送料等の通信運搬費

と販売や換金に伴う手数料となっております。 

 次に、委託料1,343万6,000円を見込んでおります。プレミアム付商品券事業に係るシステム

保守等の委託料と、労働者派遣業務委託料でございます。 

 １つ飛ばしまして、負担金、補助及び交付金としまして、２億5,000万円計上させていただ

いております。これは、プレミアム付商品券を利用した店舗に、その商品券と引きかえにお支

払いする交付金でございます。 

 引き続きまして、(2)平成30年度赤磐市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について御説明

申し上げます。 

 12ページをごらんください。 

 繰り越しをさせていただいた事業は１件ございまして、事業名プレミアム付商品券事業、事

業内容としましては、補正予算と同じでございまして、消費税率引き上げの影響緩和、地域に

おける消費喚起を目的としたプレミアム付商品券の販売準備を行うものです。繰越額は319万

7,000円。完了予定日は令和２年３月31日を予定しておりまして、繰越理由としましては、補

助金の交付決定が平成31年３月29日にございましたので、その後の事業着手となるため繰り越

しをさせていただいているものでございます。 

 政策推進課からは以上です。 

 以上で総合政策部の説明を終わらせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） 説明が終わりました。 

 何か、委員の皆さん、質問はありますか。 

 副委員長。 

○副委員長（佐藤 武君） プレミアム付商品券の配布対象者といいますか、それはもう過去

の委員会で説明があったんですかね。わからないんで、お願いします。 

 それと、30年度の繰越明許ということで、30年度から繰り越しをされてるんですけれども、

これはプレミアム付ということで、景気回復、影響緩和、消費喚起という目的なんですけれど

も、これは30年度からこういう目的で商品券の販売というものがあったと理解していいんです

かね。そこら辺をお願いします。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） まず、購入対象者につきましては、低所得者対策と子育て世

代の消費対策ということで、２通りございます。 

 １つ目としまして、2019年１月１日時点で赤磐市にお住まいの方のうち、2019年の住民税が

非課税である者ということで対象となっております。この住民税が非課税といいましても、例
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えば同一住居に課税の方がおられた場合、この方は非対象者となります。 

 ２つ目に、子育て世代についての対象者としまして、2016年４月２日以降に生まれた方から

2019年９月30日までに生まれた子のいる世帯主、したがいまして、ことしの10月１日現在で２

歳半までの子供を抱えている世帯主の方に、子供１人につき２万5,000円のプレミアム付商品

券が２万円で購入できるということで、２つの対象者になります。 

 最初に御説明差し上げました住民税非課税世帯も、同じく２万5,000円の商品券を２万円で

買えるというような事業になっております。 

 もう１つ、平成30年度からそういう事業が見込まれてたかということなんですが……。 

○委員長（北川勝義君） 該当世帯と該当数。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 該当数につきましては、非課税世帯を8,500人、子育て世代

を子供1,500人を見込んでおりまして、合計で１万人を見込んでおります。 

 続きまして、平成30年度からそういう事業があったのかということでございますが、30年度

後半からそういう動きが出まして、30年度から準備をするということで国から補助金の交付決

定をいただいております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 副委員長。 

○副委員長（佐藤 武君） 余り詳しくやったら事前審査になるので、申しわけない、余り詳

しい答弁を求めるつもりはなかったんですけれども、本番でやらせていただきたいと思いま

す。 

○委員長（北川勝義君） 本番というても、３歳未満児が1,500人と非課税世帯が8,000人だけ

のことやろう、別に。 

 ひょっとしたらこれは、僕が疑問に思ようるのが、２万円を単純な話でもう、２万円を２万

5,000円にして5,000円プレミアムをつけてやる、プレミアム付商品券でええんじゃけど、それ

で該当が３歳未満児と、今２歳半、それから非課税世帯、それで行きゃあ１万人ですけど、１

万人行きゃあええんじゃけど、9,500とか9,000だったあとの1,000は返すんじゃなあと、補助

金返還するということじゃな。市で処理とかじゃなしに、もう全然ということですな。 

 それから、今冒頭に言った国の事業でするから、全然経費は要らんということの話だった

な。今言うた、それで１個言うと、労働者派遣業務というのは、これは何なら。それだけちょ

っと教えてくれりゃあええのに。ちょっとわかりにくかった。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 委員長 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○政策推進課長（花谷晋一君） これにつきましては、臨時職員を確保するために……。 

○委員長（北川勝義君） ああ、臨時職員のか。 

○政策推進課長（花谷晋一君） はい。臨時職員を組ませていただいてるんですが、確保でき
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ない場合に人材派遣会社から派遣いただく経費でございます。 

○委員長（北川勝義君） 臨時職員がおえんときに、労働者派遣のところでやるという話。と

いうたら、例えばどういうところ。シルバーとか。 

○政策推進課長（花谷晋一君） 普通の民間の……。 

○委員長（北川勝義君） 普通の民間か。 

○政策推進課長（花谷晋一君） はい。労働派遣会社。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 他にありませんか。 

 なければ、総合政策部を終わりたいと思います。 

 続きまして、総務部。 

○くらし安全課長（岡本和典君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○くらし安全課長（岡本和典君） くらし安全課から、令和元年度赤磐市水害特別防災訓練に

ついて御説明をさせていただきます。 

 資料１ページをごらんください。 

 前回の委員会でも御紹介をさせていただきました６月５日水曜日でございます。図上訓練と

避難訓練を行います。訓練項目等につきましては、５番に表示をしております、防災体制の段

階的な強化、情報収集、伝達、災害対策本部の運営等でございます。 

 次のページをごらんください。 

 今回の訓練は、いわゆる会議室といいますか、災害対策本部の訓練とあわせまして、旧吉井

町の草生地区の方々に御協力をいただきまして、実際に地区内の各御家庭から避難所として想

定をしております吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターへの避難の訓練、実動の訓練をあわせて行う予定と

しております。現在、区長さんからお伺いしている限りでは、20名程度の住民の方が御協力を

いただけるということでお伺いしております。 

 くらし安全課からは以上です。 

○総務課長（小坂憲広君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○総務課長（小坂憲広君） 続きまして、資料の２番になります。令和元年６月議会定例会提

出予定議案についてでございます。 

 総務課から、まず(1)になります、岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の

増減及び岡山県市町村総合事務組合の規約の変更についてでございます。こちらのほうです

が、平成31年３月31日をもちまして、東備農業共済事務組合、それから勝英農業共済事務組

合、倉敷地区農業共済事務組合、それから津山地区農業共済事務組合が解散しております。こ

れによりまして、脱退することになります。 
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 それから、令和元年10月１日から八ケ郷合同用水組合が新規に加入すること。それから、共

同処理する事務を追加する団体、こちらのほうがありますので、そちらの承認並びにこれらに

伴う組合規約の変更についての議決をお願いするものでございます。 

 続いて、(2)になります。令和元年度赤磐市一般会計補正予算になります。 

 こちらの内容ですが、歳入といたしまして、総務費、国庫補助金239万1,000円の増額でござ

います。こちらのほう、次の歳出のほうにも関連してきますが、平成31年度、社会保障・税番

号制度システム整備費補助金の額の決定による増額でございます。 

 続いて、歳出です。電子計算費、こちらのほうの239万1,000円の増額でございます。先ほど

の歳入予算、こちらのほうを丸々歳出予算に充当することになります。内容につきましては、

マイナンバー制度に係ります中間サーバー、こちらの更新時期が約２年後に控えておりますの

で、そちらの準備への費用、こちらのほうを計上する予定にしております。 

 歳入歳出とも239万1,000円の計上ということになります。 

 総務課からは以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 総務課からの説明が終わりました。 

○くらし安全課長（岡本和典君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○くらし安全課長（岡本和典君） くらし安全課から、平成30年度赤磐市一般会計予算繰越明

許費繰越計算書についての御説明をさせていただきます。 

 資料の５ページ目をごらんください。 

 繰越明許費計算書についてでございます。事業名は防災行政無線管理事業でございます。事

業内容は住民への情報伝達体制強化を図るためにコミュニティＦＭを整備するものでございま

す。繰越額は１億1,659万1,000円でございます。事業の完了は令和２年２月28日の予定です。

完了後は、ＦＭ放送運用開始となります。繰越理由としましては、国庫補助金の補助決定の追

加等によるものでございます。 

 なお、運用開始後につきましては、令和２年度予算になると思いますが、避難所等としてお

ります小中学校の体育館、公民館等の公共施設を中心に、自動起動するようなラジオを導入す

る計画としております。 

 くらし安全課からは以上です。 

○委員長（北川勝義君） 総務部の説明は終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問はありますか。 

○副委員長（佐藤 武君） ちょっといいですか。 

○委員長（北川勝義君） 佐藤委員。 

○副委員長（佐藤 武君） 確認をさせてください。 

 市町村総合事務組合ですか、これの中で、共同処理する事務の追加ということで、柵原、吉
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井、英田火葬場施設組合、一部組合議会議員の１人になってるんでちょっと確認したいんです

けれども、当然、事務組合に加入するわけですから、これは加入の理由というのは把握はされ

ているのでしょうか。 

 それと、その一部事務組合議会があるんですけれども、これで当然、その議決を経て、こう

いう規約の変更ということになりますので、組合議会で今後諮られるということなんでしょう

か。 

○総務課長（小坂憲広君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○総務課長（小坂憲広君） 組合のほうの関係ですが、こちらのほうは新規に追加する事務の

内容につきましては、組合議会の議会議員、その他非常勤の職員に係る公務災害、または通勤

による災害に対する補償、こちらのほうを新規に追加するというものでございます。 

 それから、組合の議会、こちらに諮るかどうかというのは、こちらでは把握しておりません

が、恐らく諮ることになると思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○副委員長（佐藤 武君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 お願いと確認で、水防の訓練なんですけど、できりゃあ、こうやって本当に草生地区の方が

協力していただいて、Ｂ＆Ｇもこれは本当に、こういうことは農繁期にかかるときに、全員か

かったときにやっちゃるというて本当にしてくれるんで、岡山県から感謝状をもろうてやれ言

うたら、岡山県は無理って言うて、備前県民局とか、せめて赤磐市長から感謝状ぐらい出せる

ように、表彰状じゃのうてよろしいから、感謝状ぐらい出すようにしてあげてほしいと思う。 

 これは、ほんまは田植えにかかっとる、下山さんもこれ地元におるんで、僕らも一緒に土地

改良区で26日に川掃除したら、もう28日に水が上がってきて、けんかするようなもんで、水げ

んかや。そういうこと言うたらおえんけど、本当にやるときに、それも区長が率先して、これ

だけの人数を出しちゃろうというてやるんで、これが７月とかというたら、まあええがな言う

て何とも思わんのじゃけど、この６月のときなんで、いやらしい話、皮肉も言ようるかもしれ

んけど、ぜひ、県知事からもらえりゃあ感謝状でもよろしいし、市長からだったら市のほうか

らでも、感謝状でも、ちょっとまあぜひ。そしたら、これをやったということで、ほんなら水

害になって、これははっきり言うて、草生地区じゃとか周匝地区、周匝地区はちょっと、草生

地区、中村地区、福田地区、稲蒔地区じゃあいうたら、物すげえすぐ協力してくれる。これが

例えば言うたら、黒沢じゃあ、黒本じゃあいうたら、もう、ええがなと言うて、この忙しいの

にって出てくる。というのは、今言ようる地区は水害に遭うてしとるから、本当にやらにゃあ

おえん気持ちで自主的に出てくれとるから、ぜひそういうことも踏まえてやったら、安心・安
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全いうて市長がいつも唱えられる話じゃねえけど、物すごい励みになるというかな、そういう

ことがあるんで、ぜひこれは。きょう結論を出してくれというんじゃのうて、もしありました

ら、お願いしたいと思っとるんで、お願いします。 

 それから、総務部のところのくらし安全課のＦＭの開業、再度ＦＭはいつから開業できるか

というのを、令和２年度にラジオを買うたり、中継の集まるところ言うたんじゃけど、そうじ

ゃのうて、いつ開業できるかというのを、放送の。ざっとでええで。 

 課長。 

○くらし安全課長（岡本和典君） 放送自体は、２月末の工事、事業の完了を受けまして、３

月の初めから運用開始できる見込みです。令和２年３月から運用開始の見込みです。ラジオ放

送が開始されるということです。 

○委員長（北川勝義君） ３月１日からは、まあまあできるということじゃな。 

○くらし安全課長（岡本和典君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） えれえ皮肉、これは６月の議題はいろいろあるんじゃけど、これは

全額繰り越しじゃなかったんか。１億1,000万円、全額繰り越しじゃろう。違うんかな。 

 課長。 

○くらし安全課長（岡本和典君） 一部、設計費等につきましては、30年度で執行させていた

だいております。 

○委員長（北川勝義君） 30年にしとるんじゃな。結果的に言うけど、これはもう決定が、内

示が遅かったけえ、こういうことだけの繰り越しと同じじゃろう、さっきの総合政策部にある

ような話の。 

○くらし安全課長（岡本和典君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） 一応そうじゃろう、今言うのは。 

○くらし安全課長（岡本和典君） そうです、はい。 

○委員長（北川勝義君） 違うんか。いや、いや。繰り越しが、明許繰り越しが来とるのは、

ほとんどもう、決定が遅かったから、国の。10月とかに決定をくれとるんじゃったらええけ

ど、３月31日、３月にくれて、今のプレミアム付商品券と、その話と一緒じゃろう。 

○くらし安全課長（岡本和典君） そうです。追加の分につきましては、３月末の交付決定…

…。 

○委員長（北川勝義君） 追加は何ぼあったんか。ざっとでええ。何ぼ何が追加になったん

か。 

○くらし安全課長（岡本和典君） ちょっとお待ちください。ごめんなさい。 

○委員長（北川勝義君） 待つもんか、あめえ、そんなもん。自分が予算つけてするんじゃん

もん。きょう自分が定食で頼んだ弁当何なら言うたら、待ていうて言ようたらおえるか。そう

いうことを言よんで。 



- 31 - 

 まだか。当分かかるんか。 

 課長。 

○くらし安全課長（岡本和典君） 済みません。お待たせしました。 

 追加の交付決定につきましては、約4,000万円程度でございます。 

○委員長（北川勝義君） 何、それは。 

○くらし安全課長（岡本和典君） 宇根山中継局、それから山鳥山中継局……。 

○委員長（北川勝義君） この間、言ようた分じゃろう。 

○くらし安全課長（岡本和典君） はい、そうです。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。よろしい。 

 永徳委員。 

○委員（永徳省二君） 今の質問の続きです。５ページのラジオを各小中学校に配られるとい

うことですけれども、ぜひ各町内会とか集会場、一時避難所になっているので、ぜひそこにも

配っていただくような計画をしていただければと思いますので。希望です。ぜひよろしくお願

いします。 

○委員長（北川勝義君） それは、２年にする言わなんだか、ラジオ買うて。市長が答えよう

たと思うで、１万円じゃ何か。 

○くらし安全課長（岡本和典君） 今、おっしゃられたようなことにつきまして、どの場所に

何台ということにつきましては、令和２年度予算で計上する計画にしてますので、具体的には

これから検討させていただきますので、今の委員の御意見を踏まえて検討させてもらいます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと要らんことを。３月１日からのは聞けるわけじゃろう、普

通のＦＭラジオで、要するに。それで今市長が言うた、何か8,000円か１万円か、特別な何か

あるんじゃろう、入っとるのが。勝手にスイッチが入る。極端なこと言うと、田んぼに持って

いってこうやって聞いたと言うて、３月１日から入るということじゃな。そういう考えでええ

んじゃな。 

○くらし安全課長（岡本和典君） 通常のＦＭ放送につきましては、３月１日から聞けるよう

になります。今おっしゃられているのは、自動で起動するようなものについては、令和２年度

の予算ということになります。 

○委員長（北川勝義君） ラジオやこうは、要らんことを言うけど、うちらはもうええで、要

らんで、集会所は。ラジオぐらい、一応ＦＭでぺっとスイッチを入れときゃあ入ることじゃけ

ん、それに皆がそこへ常時集まってねえけえ。あるんか。災害になったときに集まるいうて。

集まらんわな、うちらは。よろしいです。もう要らんこと言うた。よろしい。永徳さんが言う

たように、あるところには言うてやってください。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（北川勝義君） なければ、総務部を終わります。 

 続きまして、財務部。 

○税務課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 遠藤課長。 

○税務課長（遠藤健一君） 財務部からは、その他として１件だけです。資料をごらんくださ

い。 

 昨年度、平成30年５月７日から50㏄のバイクの御当地ナンバープレート、赤磐市をＰＲする

という目的で予算をつけていただきまして交付をさせていただいております。昨年の５月から

交付しておりますが、30年度末をもちまして、今そこにありますとおり218枚のうち、御当地

ナンバーを選んでくださった方が111枚ございましたので御報告させていただきます。 

 事前に委員長、副委員長さんにも見ていただいたお話の中で、全体で今、50㏄のバイクが約

1,900台、赤磐市にございますが、その中で交付率としていかがなものかという御意見をいた

だいたと伺っております。当初の我々のほうの見込みといたしまして、年間100枚というふう

に見込んでおりましたので、おおよそそこの目標につきましては達成はできておりますけれ

ど、もっとＰＲをしたほうがいいのではないかと委員長にも御意見をいただいたというふうに

伺っております。ぜひとも、今後ますますお選びいただきますように進めていきたいというふ

うに考えております。 

 財務部は以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 財務部のほうは終わりました。 

 何か質問はありますか。 

 永徳委員。 

○委員（永徳省二君） 125㏄まで拡大される予定はありませんか。 

○税務課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○税務課長（遠藤健一君） その他の色のプレートにつきましての今後の検討はという御質問

というふうに思います。 

 原付の今の状況と、それからもともとのバイクの登録台数でございますが、ちなみに今年度

の賦課の状況で申し上げておきますと、先ほど50㏄以下が約1,900台と申し上げました。正式

に言いますと1,894台でございます、50㏄が。それから、50㏄から90㏄が277台、90㏄から

125㏄になりますか、これが412台と、それからその他のいわゆるミニカーと呼ばれるものが

41でございますので、原動機付の自転車としては、今、2,624台。資料として出してございま

せんで恐縮でございますが、原動機付自転車といたしまして、今年度の賦課がちょうど出てお

りますので、2,624台ございますが、大宗を占めておりますのが50㏄ということでございます

ので、そのあたりの今後の状況を見ながら、また考えてみてもいいのかなというふうには思っ
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ておりますけれど、今のところはそういう状況でございます。 

○委員（永徳省二君） 一言だけ。 

○委員長（北川勝義君） 永徳委員。 

○委員（永徳省二君） 一言だけ言っときますね。原付って、やっぱり市内だけ動くケースが

多いんですよ。それで125㏄とかになると、比較的市外まで、遠くまでやっぱり走りますの

で、こういう宣伝というのは、市内だけの宣伝よりも市外に対しても宣伝効果はあるのかなと

いうふうに思いますので、ぜひ検討いただければと思います。 

○委員長（北川勝義君） あれ、2,000円になったのはいつからかな。２年目かな、50㏄は。 

○税務課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 遠藤課長。 

○税務課長（遠藤健一君） 平成28年度の課税からでございます。 

○委員長（北川勝義君） これは要らん話なんじゃけど、何で2,000円にしたんか。それは国

の条例か。それは条例の内容が何で2,000円になったんか。いや、いや。事故が多いとか、需

要がどうのこうの、何でなったんか。わからんか。 

 遠藤課長。 

○税務課長（遠藤健一君） 申しわけありません。その背景につきましては、私も承知はして

おりません。 

○委員長（北川勝義君） 僕は、50㏄が減ったのは、単純な話なんよ。事故もあったりして、

ヘルメットをかぶらにゃあおえんようになったから。ヘルメットをかぶらにゃおえんから、

50㏄がもうやめる者が多くなった。要らんような、鍋みたいなのを僕らもかぶったけど、役に

立たんけどな。それで減ったんじゃと思います。それが2,000円になったら、そういう事故も

あったけえ、保険のこともあるんかもしれんけど。 

 僕も１つつくっとるんじゃけど、このあかいわモモちゃんはだせえなと言われたんじゃけ

ど、つけとるんじゃけど、４台、５台ほどあるんか、やっぱり50㏄の、今永徳さんが言うた話

じゃねえんじゃけど、やっぱり町内、そこらをうろうろするときは50㏄で行くんじゃけど、吉

井から赤坂まで行こうというのでは50㏄じゃ行かんわな。せめて125㏄とかぐらいじゃねえと

行きにくうなるというのがあって、仁堀に行くのでも。極端な話をしたら、これをつくりゃえ

えんじゃけど、数も今は少ねえのもあっていろいろあるけど、僕はこの2,000円にするのは嫌

いでな。オリンピックの分で2020といったプレートが、軽トラ、軽四のプレートが、白いプレ

ートがあるが、ばあっと波みたいなのが入った、ちょちょっと、こう。1,000円高い言うたん

かな、やりょうるのは、軽四につけるのが。協力するということ。じゃから赤磐市へ、これは

要らんことじゃけど、また市長、税務課と検討してもらいたいのは、50㏄から上でもええし、

50㏄でもええんじゃけど、これはこれでええんじゃけど、やっぱりこれに赤磐市の何か交通安

全に協力するじゃとか、交通安全に協力するじゃろうかなと言うたらおえんけど、交通安全に
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協力するとか、赤磐市の何かのＰＲに、観光に協力するとかというので、2,000円じゃった

ら、2,500円のプレートをつくるとかなというのが、１個おもしれえんじゃねえかなと思よん

ですけど。また、そういうことも財政が、うちはそんなことせんでも財政がええんじゃという

て言やあええんじゃけど、そういうことも使うていただくときに、ほかに使い方もできると思

う。今後、検討していただきたいと、一つ要望、意見を言うときますので。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、次の教育委員会に行きます。 

○教育総務課長（安本典生君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○教育総務課長（安本典生君） それでは、教育委員会の資料をお願いいたします。 

 教育委員会から、２、その他の案件といたしまして、令和元年６月定例議会提出予定議案に

つきまして２件御説明のほうをさせていただきます。 

 まず、１件目といたしまして、(1)になりますが、令和元年度赤磐市一般会計補正予算（第

１号）案につきましての御説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、６ページから９ページに、歳入歳出予算のほうを上げさせていただい

ております。 

 まず、教育総務課から４件の事業について、歳入歳出補正についてお願いのほうをさせてい

ただきます。 

 それでは、８ページをごらんください。歳出のほうから御説明のほうをさせていただければ

と思います。 

 まず、①の高陽中学校トイレ洋式化改修事業でございます。 

 こちらにつきましては、昨年度の吉井中学校に引き続き、国の交付決定を受けたもので、国

の学校施設環境改善交付金と合わせまして、合併特例事業債を財源として事業を行うものでご

ざいまして、事業予算2,790万円を予定しております。 

 続きまして、②の遠隔教育システム導入実証研究事業でございます。 

 こちらにつきましても、昨年に引き続きまして国の事業採択を受けまして、遠隔授業を近隣

の大学、また社会教育施設等と小学校をつないで遠隔授業を行うものでございます。本年度

は、昨年の２小学校に加えまして、山陽小学校を追加して事業を実施するものでございまし

て、事業予算451万5,000円をお願いするものでございます。 

 参考の資料といたしまして、10ページのほうへこちらの遠隔教育システム実証事業のイメー

ジ図のほうを添付しておりますので、ごらんいただければと思います。 

 続きまして、③の山陽ふれあい公園改修事業になります。 

 ８ページのほうへお戻りいただければと思います。 
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 こちらの事業につきましては、事業採択を受けました国の二酸化炭素排出抑制対策事業費等

補助金と合わせまして、合併特例事業債を財源として、山陽ふれあい公園に太陽光発電、空調

設備等を設置する改修事業のための事業予算、本年度は設計委託料といたしまして2,630万円

をお願いするものでございます。また、工事につきましては、来年度実施の予定でございま

す。 

 続きまして、歳入のみの財源更正になりますので、６ページ、７ページのほうをごらんくだ

さい。 

 学校施設の非構造部材の耐震事業についてでございます。 

 当初予算に予算化しておりましたが、国のほうの学校施設環境改善交付金の内定を受けまし

たので、そちらと合わせて、緊急防災・減債事業債から学校教育施設等整備事業債への財源振

り替えをお願いするものでございます。６ページの１番のところの、学校施設環境改善交付金

の下の段になります。また、起債につきましては、市の財源でございますが、７ページになり

ます。一番下の６の緊急防災・減債事業債のほうを当初予算では計上しておりましたが、こち

らを減額させていただきまして、７ページの上のところの④の学校教育施設等整備事業債のほ

うを振りかえとして計上させていただくものでございます。 

 それでは、済みませんが、11ページのほうをごらんいただきたいと思います。 

 山陽ふれあい公園改修事業につきまして、少し説明のほうをさせていただきます。 

 山陽ふれあい公園につきましては、赤磐のスポーツの拠点となる施設であるとともに、市の

防災計画に避難所として指定をされております。また、高台に位置し、駐車場も確保できるこ

とから、災害時の市民の受け入れなどに大きな役割が期待されている施設でございます。 

 しかしながら、停電対策などがなされていないために、災害時には停電等により、照明、空

調設備が使用できないというような避難環境に対する課題等もございました。こちらにつきま

しては、改修計画などについてはスポーツ整備計画にも位置づけをしております。 

 このたび、環境省の防災拠点施設の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金と起債を活用し

て、避難所機能の強化として、ふれあい公園体育館の改修を行うものでございます。 

 改修内容につきましては、温室効果ガス抑制として、メーンアリーナ等の照明をＬＥＤ化

し、また避難所の強化機能といたしまして、メーンアリーナ等に空調設備を設置いたします。

また、こちらのＬＥＤとか空調設備につきましては、停電時にも継続的に使用できるように、

照明につきましては太陽光発電とあわせて蓄電設備を整備し、また空調設備につきましては内

蔵バッテリーを備えた自立型のガスエアコンを整備するものでございます。 

 今回、ガスエアコンを選定した理由といたしまして、メーンアリーナ等に大きなエアコンを

設置するということになりますと、基本料金のほうが上がってまいります。この基本料金の増

加分をいかに少なくするというような問題もございまして、その電気使用料のほうから切り離

しをして、ガスエアコンにしてランニングコストを抑えたりするということで、今回、ガスエ
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アコンのほうを選定しております。この使い方については、経常的に使うのであれば電気のほ

うもいいのかなというような感じではございましたが、まだ試算等は細かくはできておりませ

んが、使う回数によって１回スイッチを入れただけで、毎月プラス10万円から20万円の基本料

を１年間払い続けなければならないというようなことも発生するということで、今回ガスエア

コンのほうで、電気と切り離して基本料の増加分などを抑えるようなことも考えております。 

 長くなりましたが、教育総務課からは以上でございます。 

○学校教育課長（家森康彰君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○学校教育課長（家森康彰君） 続いて、９ページをお願いします。 

 学校教育課からは、県の委託事業として、今年度から中学校において教科化された道徳の指

導力向上等の研究授業を行うもので、歳入歳出同額の36万円の補正予算をお願いするものでご

ざいます。 

 以上です。 

○教育総務課長（安本典生君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○教育総務課長（安本典生君） それでは、資料のほう、一番最後、12ページをお願いいたし

ます。 

 ２のその他の(2)平成30年度赤磐市一般会計予算繰越明許費（案）についてでございます。 

 こちらのほうにつきまして、教育委員会からは、12ページの１の繰越計算書の中にあります

(1)から(2)、(3)まで３件の事業につきまして繰り越しのほうをさせていただきたいと考えて

おります。 

 こちらにつきましては、それぞれ事業採択のほうが年度末であったり、事業が工事その他の

影響があるということで、繰り越しのほうをお願いさせていただいております。 

 簡単ではございますが、教育委員会からの説明は以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 教育委員会のほうから説明が終わりました。 

 何か質問はありますか。 

 ちょっと思うたんじゃけど、繰り越ししとるところの熊山運動公園の整備が７月31日じゃけ

ど、８月の何日からだったかな、来る言うたのが。 

○教育長（内田惠子君） ４日です。 

○委員長（北川勝義君） ４日じゃったんかな。じゃから、それもあるから、なるべく早く業

者のほうへ言うて、余裕を持って、きょう片づけ終わったんじゃというような。やってもらい

たいなと思うんで、お願いします。 

 それでは、次に消防本部。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） 課長。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） その他、６月議会定例会提出議案のポンプ自動車更

新事業から御報告申し上げます。 

 １ページをお開きください。 

 令和元年度に更新予定のポンプ自動車は、入札が平成31年４月24日に行われ、4,042万

9,380円で東洋ポンプ株式会社が落札しました。仮契約を４月26日に済ませており、６月議会

で議決をいただいた後、本契約とし、令和２年２月28日の納車予定で進めさせていただきたい

と思います。 

 続きまして、赤磐市火災予防条例の一部改正についてでございます。 

 内容としましては、住宅用防災警報器の設置免除に関する事項ですが、従来、民泊施設にお

いて、自動火災報知設備を基準どおり設置した場合には住宅用防災警報器の設置が免除となっ

ており、特定小規模施設用自動火災報知設備を設置した場合はこの設置免除の規定がなかった

ものを、今回の消防庁通知により設置免除が可能になったため、本条例の一部を改正するもの

です。 

 また、避雷設備に関する事項は、不正競争防止法等の一部を改正する法律において、工業標

準化法が産業標準化法に、日本工業規格が日本産業規格にそれぞれ改められたことに伴い、本

条例文の一部を改正するものでございます。 

 提出予定議案は２件でございます。 

 次に、第66回岡山県消防操法訓練大会についてでございます。 

 日時と場所にあっては、明後日の19日日曜日、東区瀬戸町肩脊にございます岡山県消防学校

にて開催されます。出場順位が16番目と決まりましたのでお知らせをいたします。つきまして

は、当日の12時に市役所発のバス便を御利用の上、壮行式に御臨席いただき、赤磐市代表選手

に激励のお言葉をいただきたいと存じます。出場予定時刻は13時30分前後でございます。お忙

しい時期とは存じますが、足をお運びいただけますようよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、消防団無償貸付車両の決定についてでございます。 

 総務省消防庁国民保護防災部地域防災室からの通知により、全国で多発している台風や集中

豪雨、土砂災害等の大規模自然災害に備えるため、地域防災力の中核である消防団の設備強化

を図ることを目的とし、消防団車両の無償貸付希望の調査がありました。要望を提出しました

ところ選考に通りました。総務省消防庁が７月上旬に契約後、車両の作製に取りかかりまし

て、令和元年12月以降に赤磐市に納車となる予定でございます。エンジンカッターやチェーン

ソー等の積載資機材の取扱訓練を市役所職員と十分に実施した後、本部機動部車両とし、本庁

配備を予定しています。 

 消防車の仕様につきましては、次ページにイメージ写真を掲載しております。２トン車ベー

スのポンプ車に救助資機材を積載したものです。この車両により、赤磐市消防団の災害時の機
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動力が高まることを期待しております。 

 以上、簡単ではございますが報告を終わらせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） 消防本部のほうの説明が終わりました。 

 何か皆さん、意見はありますか。 

 大口委員。 

○委員（大口浩志君） この最後の無償貸付車両の関係で、これが配備をされたときに伴い、

車庫の整備もセットで出てくるようになるんですかね。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 本部車両を無償貸し付けでいただいた後は、29年使

用した車両と入れかえというような形で、今ある車両を廃車の方向に持っていきたいと考えて

おります。 

○委員（大口浩志君） 車庫に入るんですか。今のままで。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 今の車庫に入る予定でございます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（大口浩志君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 僕のほうがちょっと聞いたんで、腹立たしいんで、ちょっと。 

 消防車のことで、これも13日に打ち合わせをして、何者ならということで、森田ポンプと東

洋ポンプ、２者だということで、東洋ポンプと仮契約したと、それは結構なんです。そのとき

に、入札率か落札率を教えてくれと、こうやって言ったら、教えますと。これは質疑じゃか

ら、こういうことは必ず出てくるからやってくれと言うたら、私のところへたしか、ちょっと

違うたらおえんけど、15日に電話があって、消防長から電話があって15日じゃったかな、

14日、消防長から電話があって入札率やこうやりょうたら、本体価格がわかるからいけんのん

じゃというて電話があって、ほんなら勝手にせえと僕は言いました。このとおり言いました。

何がおかしいんですかな、入札率がわかって。 

 消防ポンプというのは、トヨタか日産かいすゞかもしれんけど、元総務委員長の下山さんは

知っとるわな。森田ポンプ、東洋ポンプ、それからまたもう１者ぐらいがある。積載して１つ

の自動車になって出てくるわけ。それを設計できるんですか、あんたらが。設計金額どうのこ

うの、わかったらおえんいうて。設計は東洋ポンプとか森田ポンプが設計して出てくる金額じ

ゃねえんかな。わかりゃせまあがな。入札率を出さん言うて、管財課に聞きてえんじゃ。入札

するときに根拠がなかったらいけまあがな。 

 例えば、1,000万円のもんじゃと設計して、どれをとっていくとか、何でもええ、土木でも
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ええ、建設でもええ。機械部分は例えば500万円になりました、ポンプ部分は700万円なりまし

たで、計1,200万円になりましたと。それが価格で、そこの予定価格というのは、それについ

て97％にするとか、98％にするとかというのはやりますが。これは、設計業者が土木とか持っ

たり、建築でも持ったら建築設計士がこしらえたらできてくる。これは、ほんなら誰が設計す

るんかな。行政の職員がこれを設計できるんか。設計料やこうはねえよ、これの設計料やこう

は、購入の。今までは、入札率もぴちっと言うて、落札率も言ようたのに、なぜ今回言わんの

か。財務部、どういう考えなら。これは言うちゃおえんことになっとるんか、何か秘密のこと

に何かなっとるんか。公表してねえけえ、言うちゃいけんようになっとるんかな。消防長が言

われたんじゃけど。 

 それは納得を今僕は、今まで僕も、割合ハードな事業もようしてきたんじゃけど、そういう

ことは。それから、今までやりょうたときの、必ず入札したときに、何者で入札でしたかとい

うて聞かれようる、本会議でも。それで何ぼですって委員会のとき聞かれて、答えれんという

のは、何が根拠で答えれんのか。ちょっと教えてくださいよ。答えたら、財務部長、何か問題

があるんか。わかるんか、今言ようる質問が。 

 戸川課長。 

○管財課長（戸川邦彦君） 入札の結果について、工事については価格を事前公表させていた

だいているんですけど、それ以外のものについては、入札結果についても、予定価格は公表さ

せていただいておりません。一応、その入札の参加者でありますとか、入札の入れ札の金額で

ありますとかというのは、市のホームページでも見れるように公表させていただいておりま

す。 

 その際、結果の中には予定価格を公表させていただいていないものですから、その結果表の

中に予定価格が入っていないということでございます。 

○委員長（北川勝義君） そんな話は聞きょうらん。落札価格が何で公表できんのんならいう

て言よんじゃ、入札率と落札率が出せれんのんなと言よんじゃ。予定価格、ほんならこの金額

の4,100万円とか、誰が決めたんな。4,500万円って決めた金額。予定価格のもとの実施設計じ

ゃ、実施設計価格は何ぼなら。誰が出せるんなら。実施設計を出せるわけがなかろうがな。 

 このボールペンを何ぼいうて決める、これは1,000円じゃと、1,000円という実施設計の設計

が出せるわけなかろうがな、この能力で。業者の見積もりとか、例えば３者、５者とか見積も

りした中で真ん中をとるとか、建築じゃったら一級建築士が設計する、土木じゃったら土木の

一級土木士が設計していく。それを、コンサルが入っとるんじゃねえんじゃから、なかろうが

ないうて言よんじゃがな。落としたんじゃったら、予定価格は何ぼ、落札率は何ぼいうて、こ

れを聞きょうるがな、今までにもやってきたがな。今度は友實が２期目、３期目になって変え

てきょんか。出さんようになったんか。今までの救急車も出しとるじゃねえか。どうしてなら

いうて聞きょうるんじゃ。出してきとるじゃねえか。予定価格はええ、言わんでも。予定価格



- 40 - 

のもとの実施設計をどうやって出すんなら。実施設計ができなんだら予定価格やこうできりゃ

あせんぞ。誰が予定価格を決めれるんなら。車のエンジニアか、あんたらは。車が何ぼででき

る、誰が決めたんなら、この実施設計のもとの金額。教えて、それを。もとの金額をこしらえ

たのは、どうやってこしらえたんか。友實市長がこれでせえ言うたんか。5,000万円にしとけ

と言うたんか、どうしたんなら。根拠を教えてくれ。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 楢原課長。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 見積書をいただいて、最終的には決定をしたんです

が。 

○委員長（北川勝義君） どこからもろうたんなら、見積書を。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 東洋ポンプと森田ポンプです。 

○委員長（北川勝義君） 森田ポンプじゃろうな。何を眠たい話をしょんなら、おめえ。 

○消防本部消防総務課長（楢原秀幸君） 消防職員が仕様書を作成いたしまして、それに対し

て見積書をいただいて、そこで決定いたしております。 

○委員長（北川勝義君） 泥縄じゃがな。やる者がやりょんじゃがな、使う者が。売る者が買

う者をやるのと同じじゃねえか。 

 ほんなら、これから入札するんじゃったら、管財課もそれがええいうて言うんじゃったら、

財務部もええんじゃったら、これからこういう建物、１億円の建物をするんじゃったら、設計

屋さんじゃのうて、建物を建てる建築屋さんに何ぼですかな言うて相見積もりをとってやらせ

え。土木もそうさせりゃあええじゃねえか。今、へ理屈を言よんじゃけどわかりょうるか、お

めえ。相見積もりを取って、相見積もりを取った業者は入れないとかいうて見積もりを出した

ところの業者は、見積もりを出した業者が見積もりを取ってやる、こんなおかしげな話がある

わけがなかろうがな。こんなもん、おめえ消防じゃから、昔で言うたら人権に係る同和問題と

か消防や教育はタブーじゃと、一切触れるな言うた。じゃから、そうじゃないと言ようるじゃ

ろう。金額が違うたらぴちっと言うて、予定価格は公表できんのんですと、しかし落札価格は

何％でしたというのは、出してもええんじゃ、それは。積算がねえんじゃけどそれが出せれん

というのは、どうして出せれんのんなら。ほんなら、今までやりょうた消防長はみんな間違い

をやってきたんか。歴代の市長はみんな間違うたことしてきたんか。歴代の委員長はそれを公

表してきたんか。言うてみい。ふざけるんじゃねえぞ、おめえ。はっきり答弁してみい、おめ

え、これはもう構わへんから。 

 僕はもう、これを言うたのは、消防団の無償の車両の貸し付けやこうでも、エンジンカッタ

ーや油圧ジャッキを使うたりするから、本部機動部というたら市役所の職員じゃから、よう納

得しとるよ。訓練してやってくれと、事故が起きんように、事故が起きたら困るからいうてい

う話もして。それはしますってきょう言ってくれたけえ、それは一つ進歩しとるけえええけ
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ど。どうしてなら、それは。そんなことができるんじゃと言うてみんせえ。僕はここでくじを

くりょんじゃのうて、意地になりょんでもねえ。 

 これは、例えばほんなら、２者指名しとって、１者来てなかって１者になったりするがな。

１者入札で、100％で来とってみい談合と一緒じゃあ。言わにゃいけんのんじゃあ、これは。

そんなばかなこと。まさか、友實市長がそういう指導をしょうんじゃねえんじゃろう。市長、

そういう指導をしょんかな。出すな言うて、公表すな言うて。これ、聞いてみい、おめえ、公

表いうたらどこも今までやってきとるじゃねえか、赤磐市が。今回だけ急遽と言うんじゃった

ら、これからするな、おめえ。 

 井元消防長、どねえ言われたんか、ちょっと言うてくれ、言うたとおり。どう言うたんか

な。 

 井元消防長。 

○消防本部消防長（井元官史君） 私がとりあえず管財課からお聞きしとるのは、落札率、こ

れを公表することによって、入札予定価格、こちらのほうがわかると。それで、一般競争入札

では……。 

○委員長（北川勝義君） わかった、わかった。皆わかっとるが、森田ポンプと東洋ポンプが

見積もりを出してきとるのはわかっとるじゃねえか。違うところの、佐藤ポンプが出したと

か、北川ポンプが出したんじゃったらええよ。何を言よんなら、入れたところが出してわかっ

て。 

 それから、わかったらどうしたんなら。わからなんだらいけんじゃねえか、我々が。何％で

落札したかわからなんで、１万円でももう同じじゃけど、何千万円も4,000万円ものを買うて

きて、何ぼなら言うたら、落札価格、さあ知りません、予定価格がわかったらおえんけん言わ

んのんですって、そんなばかな話があるわけねえがな。それが地方自治法のどこが違反なら。

違反じゃったら、過去みんな違反してきとるじゃねえか。議事録、見て言よんじゃろうな、消

防長。今までの過去の。 

 市長、どんなんですか、これは。今まで市長のときも落札率を言うたよ。消防車も救急車

も。この間の積載車もやったろうがな。総務文教委員会、見に行ったがな。あれのときもした

がな。あれのときは言うて、これだけわかっちゃおえんのは、何か意図があるんか、これだけ

わかっちゃあおえんいうのが。 

 市長、これだけ報告せんというたら、意図があるんかな。 

○市長（友實武則君） 知りません。 

○委員長（北川勝義君） いや、意図があるんじゃったら、意図があると言え。これだけは隠

しとかにゃおえんのじゃ、公表できんのじゃ、そんな話じゃねえぞ、おめえ。僕らはええ意味

の、入札したら、興味があったら、入札で業者がどうや、何者しましたか、幾らで落ちました

か、入札率は何ぼですかいうぐらいは委員さんが聞かれるがな言うたんじゃ。聞いたときに答
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えとかにゃあおえんと、それを言うた。 

○委員（下山哲司君） そういうあれなんですけど、入札の責任者は副市長じゃろう、市長じ

ゃなしに。 

○委員長（北川勝義君） そんなはことええ。おえんよ、消防長が言うたから、今言よんです

よ。副市長が答えてくれれば。今まで答えたのはえかって、今回だけおえんのんじゃというの

があるんかというて聞きょうるんじゃ、わし。予定価格がわかったけんいうて、別に予定価格

がわかって何か問題があるんか。 

○財務部長（藤原義昭君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 部長。 

○財務部長（藤原義昭君） ちょっとお時間ください。精査させてください。申しわけござい

ません。 

○委員長（北川勝義君） 精査することはねえがな、おめえ。 

 これが、設計屋がしたとか土木がしたとか、役場で。僕らもしょうた、設計を。自分で積み

上げた設計を、コンクリート何ぼ使ういうて全部やってから。それがわかるんじゃったらいけ

んで、なあ、市長。代価表が出ていきょんじゃったらおえんよ。積み上げていきょうて、経費

やこうのはわからんようにしてあるわな、それは。それを言うのは何が問題があるんなら、お

めえ。業者から見積もりしてから。 

 まあ、よろしい。 

 こねえなことを言うんなら、これからはなかなか承認しにくくなるから。また後で教えてく

れるんじゃったら、よろしい。 

 他にありませんか。 

 委員皆さん、何かありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで終わりたいと思います。 

 第６回総務文教委員会を閉会しますので、閉会に当たり、教育長のほうから御挨拶いただき

たいと思います。 

○教育長（内田惠子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 内田教育長。 

○教育長（内田惠子君） 新しいメンバーになっての第１回目の総務文教常任委員会となりま

した。本日も事業の進捗状況に対しまして、市民目線のいろいろな御意見をいただきありがと

うございました。また、６月の提出議案につきましての御検討もいただきありがとうございま

した。今後ともよろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） はい、御苦労さんでした。 

              午後０時10分 閉会 
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